
（
1
）
－

1
－
（
1
）

東
京
家
政
学
院
筑
波
女
子
大
紀
要
第
２
集
　
○
～
○
ペ
ー
ジ

1
9
9
8
年

徳 川 光 圀 の 『 大 日 本 史 』 編 纂 の 学 問 的 目 的
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What did Tokugawa Mitsukuni Solve in “Dainihonshi” (The History of Great Japan) ?

Toshizumi YOSHIDA

Abstract

Historians say “Mitsukuni insisted that the South dynasty was the legitimate successor to the throne”. And people believe that

is so. But, when we calmly read Dainihonshi, we understand: Mitsukuni accepted that the North dynasty was superior on morality.

So he accepted that the North dynasty was the legitimate successor to the throne. We can confirm it by “Reigiruiten” (The Record of

Ceremonies in Court) and “Fusoshuyoshu” (The Selected Works of Japanese Literature), that he also edited.

Mitsukuni accepted basically that the South dynasty was the legitimate successor to the throne. But fundamentally, the North

dynasty was right. Since the emperors failed to mistaken policies and to anti-moral behaviors, the bakufu was formed to protect

people. But the South dynasty wanted to be the government, and to deny bakufu (The government of bushi). Thus and the South

dynasty fell. On the other hand, North dynasty which was superior on morality, gave the power of the state to the bakufu, and

continued. Thus the bakufu built up the foundation.



一
　
問
題
の
所
在

徳
川
光
圀
が
、
な
ぜ
『
大
日
本
史
』
を
編
纂
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
、

古
く
か
ら
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
大
井
松
隣
の
手
に
な
る
「
大
日
本
史

叙
」
に
よ
っ
て
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
一
八
歳
の
時
に
『
史
記
』
の

「
伯
夷
伝
」
を
読
ん
で
感
動
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
説

は
史
料
批
判
上
、
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
よ
り
早
く
書

か
れ
た
光
圀
に
関
す
る
伝
記
、
正
伝
と
い
え
る
「
義
公
行
実
」
や
「
桃
源
遺

事
」、
そ
し
て
、「
義
公
遺
事
」
・
「
玄
桐
筆
記
」
に
は
、
修
史
の
志
を
立
て

た
こ
と
は
記
さ
れ
ず
、
た
だ
兄
を
越
え
て
嗣
子
と
な
っ
た
光
圀
が
、
兄
の
子

に
家
督
を
譲
る
こ
と
を
決
意
し
た
こ
と
と
、
以
後
学
問
に
励
む
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
近
頃
は
、
光

圀
の
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
始
ま
り
を
、
正
保
二
年
と
は
直
ち
に
認
め
な
く

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
学
説
に
欠
け
て
い
た
問
題
点
は
、
光
圀

は
い
つ
、
い
か
な
る
目
的
で
『
大
日
本
史
』
を
編
纂
す
る
こ
と
を
決
意
し
た

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
光
圀
は
、
こ
れ
ら
の
事
を
明
言
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
私
は
、「
徳
川
光
圀
の
立
志
と
『
大
日
本
史
』
編
纂
目
的
」
（
１
）

を
表
わ
し
た
。
そ
こ
で
私
は
関
連
史
料
を
駆
使
し
て
、
松
隣
の
叙
述
は
「
臆

度
」
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
兄
の
子
に
家
督
を
譲

る
こ
と
を
決
意
し
た
光
圀
は
、
そ
れ
を
確
か
に
実
行
す
る
た
め
に
、
子
孫
を

作
る
こ
と
も
断
念
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
決
断
は
儒
者
で
あ
っ
た
光
圀
に
と

っ
て
大
き
な
矛
盾
を
も
た
ら
し
た
。
儒
教
は
何
よ
り
も
家
の
連
続
、
繁
栄
を

願
う
思
想
で
あ
る
か
ら
、
子
孫
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
本
人
の
非
道
徳

性
の
た
め
だ
と
の
考
え
が
強
く
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
光
圀
は
名

を
残
す
こ
と
、
も
ち
ろ
ん
美
名
を
残
す
た
め
に
、
道
徳
性
を
是
非
す
る
が
故

に
本
来
は
聖
人
が
編
纂
す
べ
き
紀
伝
体
の
書
を
編
纂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
孔
子
の
六
経
に
な
ら
っ
て
『
大
日
本
史
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
書
を

編
纂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
人
＝
孔
子
の
名
を
得
よ
う
と
し
た
と
論
じ

た
。光

圀
の
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
個
人
的
な
目
的
が
、
聖
人
の
名
を
得
る
こ

と
で
あ
っ
た
と
の
私
の
学
説
は
十
分
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

視
点
を
変
え
て
、
光
圀
は
南
北
朝
の
合
一
で
終
わ
る
『
大
日
本
史
』
を
編
纂

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
研
究
目
的
は
何
で
あ
っ
た
の
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
も
、
私
は
か
つ
て
論
及
し
た
こ
と
が
あ
る
（
２
）
。
そ
こ
で

は
、
安
積
澹
泊
の
「
大
日
本
史
論
賛
」
に
着
目
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
持
明

院
統
初
代
の
後
深
草
は
聖
人
で
あ
る
周
の
文
王
に
比
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
大
覚
寺
統
初
代
の
亀
山
は
徳
の
足
り
な
い
「
驕
泰
」
な
天
皇
と
評
価

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
対
照
的
な
評
価
は
、
表
面
的
に
は
南
朝
を

正
統
と
認
め
た
光
圀
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
巨
視
的
に
は
道
徳
的
に
優
越
し
た

持
明
院
統
＝
北
朝
の
ほ
う
が
、
本
来
よ
り
正
統
な
皇
統
で
あ
る
と
み
て
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
道
徳
的
に
優
越
し
た
北
朝
に
皇
統
が
帰
一
し
、

武
家
政
権
が
揺
る
ぎ
な
く
確
立
し
た
こ
と
を
『
大
日
本
史
』
は
結
論
づ
け
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
光
圀
の
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
学
問
的
目
的

は
、
名
分
上
本
来
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
武
家
政
権
が
成
立
し
た
理
由
を
、
名

分
論
の
立
場
か
ら
合
理
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。

右
の
私
の
学
説
も
か
な
り
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
考
え
る

が
、
論
証
の
上
か
ら
は
不
備
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
第
一
に
、
こ
の
論

稿
は
私
の
著
作
の
一
章
「
水
戸
学
概
観
」
の
一
節
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
論
鋒

は
鋭
い
が
よ
り
広
汎
な
史
料
的
な
裏
付
け
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
以
上
に
、
澹
泊
の
「
大
日
本
史
論
賛
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
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澹
泊
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
一
一
歳
の
時
に
、
将
来
を
期
待
さ
れ
て

選
ば
れ
て
朱
舜
水
の
門
人
に
な
っ
た
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
彰
考
館

に
編
集
と
し
て
入
館
し
て
以
来
、
光
圀
の
意
を
体
し
て
編
纂
に
従
事
し
た
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
は
総
裁
に
な
っ
た
。

同
一
三
年
の
光
圀
の
死
亡
後
も
、
光
圀
時
代
の
優
秀
な
人
材
が
次
々
と
失
わ

れ
て
い
く
な
か
で
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
ま
で
総
裁
を
勤
め
、『
大
日

本
史
』
の
紀
伝
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
後
は
形
式
的
に
は
隠
居
の
身
で
あ
っ

た
が
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
八
三
歳
の
死
に
至
る
ま
で
、『
大
日
本
史
』

の
改
訂
作
業
の
中
心
で
あ
っ
た
。

『
大
日
本
史
』
紀
伝
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
完
成
し
た
。
こ
の
後

の
最
大
の
課
題
の
一
つ
は
、
朝
廷
と
幕
府
へ
の
献
上
で
あ
っ
た
。
献
上
を
可

能
に
す
る
た
め
に
澹
泊
ら
は
光
圀
の
死
後
、
名
分
論
的
厳
格
さ
を
緩
和
し
て

い
る
。
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
は
光
圀
の
認
め
な
か
っ
た
将
軍
伝
を
立

て
た
。
将
軍
の
特
種
な
地
位
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
南
朝
か
ら
将

軍
に
任
命
さ
れ
た
の
で
は
な
い
、
足
利
尊
氏
と
義
詮
も
将
軍
伝
に
納
め
ら
れ

た
。
正
徳
五
年
に
は
清
華
家
の
西
園
寺
家
の
祖
先
で
あ
る
藤
原
公
宗
伝
を
、

叛
臣
伝
か
ら
は
ず
し
た
。
享
保
五
年
（
一
六
二
〇
）
に
は
頼
朝
の
父
の
源
義

朝
伝
を
、
叛
臣
代
か
ら
は
ず
し
た
（
３
）
。
そ
し
て
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
に

は
北
朝
五
主
の
名
を
目
録
に
明
記
す
る
よ
う
に
改
め
た
。
紀
伝
体
の
書
で
は

目
録
を
一
見
す
れ
ば
、
各
人
の
道
徳
的
評
価
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
構
成
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
大
日
本
史
論
賛
」
は
、
こ
う
し
た
名
分
論
的
厳
格
さ
を
緩
和
し
て
い
る

さ
な
か
の
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

澹
泊
は
光
圀
の
意
を
体
し
て
仕
事
を
し
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
を
直
に
承
認

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
む
し
ろ
南
朝
正
統
論
の
根
底
に
北
朝
正
統
論
が
伏

在
す
る
こ
と
は
、
光
圀
の
思
想
で
は
な
く
、
朝
廷
と
幕
府
へ
の
献
上
を
成
功

さ
せ
よ
う
と
し
た
澹
泊
の
思
想
的
な
折
衷
の
努
力
の
反
映
と
み
な
す
こ
と
の

ほ
う
が
、
無
難
な
見
解
と
い
え
る
。
事
実
『
大
日
本
史
』
は
享
保
五
年
に
幕

府
に
献
上
さ
れ
た
が
、
前
期
の
段
階
で
は
遂
に
朝
廷
に
献
上
す
る
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
。
理
由
は
勿
論
南
朝
正
統
論
に
あ
っ
た
。

私
は
、
兄
の
子
に
家
督
を
譲
る
こ
と
を
決
意
し
た
光
圀
の
思
想
の
核
心
は
、

北
朝
正
統
論
の
論
拠
で
あ
る
長
幼
の
序
で
あ
る
こ
と
も
ふ
ま
え
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
や
は
り
澹
泊
の
「
大
日
本
史
論
賛
」
に
依
拠
し
た
私
の
旧
稿
は
、

右
の
批
判
を
浴
び
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
朝
正
統
論
を
主

張
し
た
光
圀
の
思
想
の
根
底
に
、
北
朝
正
統
論
が
厳
存
し
た
こ
と
は
確
か
な

事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、『
大
日
本
史
』
を
は
じ
め
と
す
る
光
圀
が

編
纂
し
た
諸
書
に
よ
っ
て
旧
稿
を
補
強
し
、
こ
の
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。
そ

し
て
、
光
圀
の
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
学
問
的
目
的
が
、
本
来
名
分
上
あ
り

う
べ
か
ら
ざ
る
武
家
政
権
の
成
立
を
、
名
分
論
の
立
場
か
ら
合
理
化
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し
よ
う
。

二
　
『
大
日
本
史
』
に
み
る
北
朝
正
統
論

『
大
日
本
史
』
は
尊
王
の
書
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
名
分

論
に
よ
っ
て
皇
統
を
正
潤
し
た
三
大
特
筆
、
す
な
わ
ち
、
神
功
を
后
妃
と
し
、

大
友
を
天
皇
と
し
、
南
朝
を
正
統
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
南
朝

正
統
論
の
意
義
は
大
き
い
。
し
か
し
冷
静
に
『
大
日
本
史
』
を
読
む
な
ら
ば
、

『
大
日
本
史
』
は
南
朝
正
統
論
で
あ
る
と
は
単
純
に
い
え
な
い
書
で
あ
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
。
む
し
ろ
北
朝
正
統
論
の
書
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

安
積
澹
泊
の
「
大
日
本
史
論
賛
」
を
中
心
に
考
察
し
、
そ
れ
が
光
圀
の
思
想

と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。

な
お
紀
伝
体
に
お
け
る
論
賛
と
は
、
史
料
に
基
い
て
直
書
さ
れ
た
本
文
を
、

儒
教
理
論
に
基
い
て
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。『
大
日
本
史
』
の
百
王
本
紀

は
、
光
圀
の
生
前
の
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
に
完
成
し
て
い
た
。
群
臣
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列
伝
は
光
圀
死
亡
の
元
禄
一
三
年
の
時
点
で
、
最
初
の
五
冊
は
完
成
し
、
残

り
は
草
稿
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
た
段
階
で
あ
っ
た
（
４
）
。
従
っ
て
「
大
日
本
史
論

賛
」
は
、
特
に
本
紀
に
お
い
て
は
疑
い
も
な
く
、
光
圀
の
承
認
し
た
『
大
日

本
史
』
の
内
容
を
、
理
論
的
に
要
約
し
た
も
の
と
い
え
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、

光
圀
の
歴
史
観
を
表
明
し
て
い
る
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
は
ず
な
の
で
あ

る
。

１
　
後
深
草
・
亀
山
両
天
皇
の
評
価
に
つ
い
て

「
大
日
本
史
論
賛
」
を
読
む
と
、
持
明
院
統
の
初
代
後
深
草
と
大
覚
寺
統

の
初
代
亀
山
と
の
評
価
が
、
あ
ま
り
に
も
対
照
的
な
の
に
驚
か
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、「
後
深
草
天
皇
紀
の
賛
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
５
）
。

賛
に
曰
く
、
詩
に
周
の
文
王
の
徳
を
美
と
し
て
曰
く
、「
人
君
と
為
り

て
は
仁
に
止
ま
り
、
人
子
と
為
り
て
は
孝
に
止
ま
る
」
と
。
帝
の
君
徳

の
至
れ
る
こ
と
、
孝
友
の
篤
き
こ
と
、
祖
皇
の
美
に[

は

ぢ
ざ
れ
ど
も
、

文
王
の
化
を
施
す
こ
と
能
は
ざ
り
し
は
、
時
勢
、
之
を
し
て
然
ら
し
む

る
な
り
。
狂
賊
、
不
軌
を
謀
る
に
及
び
て
、
亀
山
法
皇
、
自
ら
明
ら
か

に
す
る
こ
と
能
は
ず
、
誓
書
を
北
条
時
宗
に
賜
ふ
に
至
れ
る
は
、
窘し
る

し

む
も
亦
甚
だ
し
。
藤
原
公
衡
の
議
、
未
だ
非
と
謂
ふ
可
か
ら
ざ
れ
ど
も
、

帝
の
孝
友
の
言
、
至
誠
に
発
す
。
遂
に
法
皇
を
し
て
、
牆
に
鬩
ぐ
の
譏

を
免
れ
し
め
、
浮
言
飛
章
も
、
亦
従
ひ
て
銷
滅
す
。「
粛
な
ら
ず
し
て

成
り
、
厳
な
ら
ず
し
て
治
ま
る
」
と
謂
ふ
可
し
。
豈
、
孝
道
の
大
な
る

に
非
ず
や
。
帝
、
一
院

（
後
嵯
峨
）
の
旨
を
承
け
て
、
天
下
を
皇
太
（
亀
山
）

弟
に
伝
ふ
る
も
、

太
弟
、
弟
た
る
の
道
を
尽
す
こ
と
能
は
ず
。
帝
は
躬
自
み
ず
か

ら
に
厚
く
し
て
、

薄
く
人
を
責
む
。
其
の
含
弘
光
大
の
徳
、
豈
、
美
な
ら
ず
や
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
亀
山
天
皇
紀
の
賛
」
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
（
６
）

賛
に
曰
く
、
帝
王
の
徳
は
仁
孝
よ
り
大
な
る
は
莫
く
、
材
芸
は
貴
ぶ
所

に
非
ざ
る
な
り
。
而
る
を
況
や
膂
力
を
や
。
材
芸
・
膂
力
あ
り
て
、
徳

の
以
て
輔
く
る
無
き
は
、
此
れ
後
鳥
羽
帝
の
禍
を
速ま
ね

き
し
所
以
な
り
。

帝
、
既
に
位
を
遜ゆ
ず

り
て
、
後
院
別
当
を
置
き
、
以
て
新
院

（
後
深
草
）
を
圧
す
る
は
、

此
れ
誠
に
何
の
心
ぞ
や
。
北
条
時
宗
、
新
院
の
旨
を
承
け
て
、
伏
見
帝

を
立
つ
る
に
及
び
、
則
ち
帝
、
怏
々
の
心
無
き
こ
と
能
は
ず
。
能
く
前

代
の
覆
轍
に
鑑
み
て
、
其
の
材
武
を
耀
か
さ
ず
と
雖
も
、
孝
友
仁
恕
の

徳
、
足
ら
ざ
る
所
あ
り
。
其
の
由
る
所
を
推
せ
ば
、
一
院

（
後
嵯
峨
）
、
偏
愛
に
牽

か
れ
て
、y

鳩
の
平
均
を
念
は
ず
、
僅
か
に
長
講
堂
領
を
以
て
、
新
院

の
供
給
に
資
す
。
而
し
て
帝
の
驕
泰
、
習
、
性
と
成
る
。
蓋
し
亦
馴
致

す
る
所
有
り
。

右
に
み
た
よ
う
に
、
後
深
草
は
聖
人
の
周
の
文
王
に
比
せ
ら
れ
て
い
る
。

文
王
は
単
に
聖
人
た
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
韓
退
之
が
、
文
王
が
殷
の
暴
君

紂
王
の
た
め
にw

里

ゆ
う
り

に
幽
閉
さ
れ
た
時
の
忠
誠
心
を
「
拘
幽
操
」
に
詠
っ
て
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以
来
、
そ
の
詩
は
人
臣
の
理
想
を
詠
っ
た
も
の
と
し
て
、
広
く
人
口
に
膾
炙

し
た
。
当
時
文
王
は
道
徳
的
に
理
想
的
な
人
物
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
後
深
草
に
は
、
最
高
の
讃
辞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
亀
山
は
、
徳
の
足
り
な
い
、
驕
泰
な
天
皇
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
評
価
は
全
く
逆
で
、
最
低
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
人

の
評
価
は
少
な
く
と
も
『
大
日
本
史
』
と
の
関
連
で
、
正
し
い
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
か
。

後
深
草
が
最
高
の
評
価
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、「
狂
賊
」
一
件
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
一
件
は
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
甲
斐
の
人
浅
原
為
頼
が
子
二
人

と
共
に
、
後
深
草
の
子
伏
見
の
宮
中
に
武
装
し
て
乱
入
し
、
天
皇
を
求
め
た

が
得
ら
れ
ず
、
警
固
の
武
士
に
囲
ま
れ
て
自
殺
し
た
事
件
で
あ
る
。「
後
深

草
天
皇
紀
の
賛
」
に
よ
る
と
、
こ
の
件
に
関
し
て
亀
山
は
弁
明
で
き
ず
、
誓

書
を
北
条
時
宗
に
提
出
し
て
苦
境
に
陥
っ
た
。
そ
こ
に
公
衡
の
議
が
出
さ
れ

た
が
、
後
深
草
の
「
孝
友
の
言
」
が
発
せ
ら
れ
て
、
事
件
が
解
決
し
た
と
理

解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
事
件
解
決
に
後
深
草
の
一
言
が
大
き
く
作
用
し
た

と
評
価
で
き
る
。
は
た
し
て
、
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
後
深
草
天
皇
紀
」
の
本
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
７
）
。

浅
原
為
頼
逆
を
謀
る
。
衆
論
喧
然
た
り
。
以
て
謂
へ
ら
く
、「
実
に
亀

山
法
皇
の
使
わ
す
所
な
り
」
と
。
権
大
納
言
藤
原
公
衡
、
帝
に
法
皇
を

六
波
羅
に
遷
す
こ
と
を
勧
む
。
帝
潸
然
と
し
て
曰
く
、「
浮
言
信
じ
難

し
。
何
ぞ
遽
に
此
に
至
れ
る
や
。
先
帝

（
後
嵯
峨
）
に
し
て
知
る
こ
と
有
ら
ば
、
将

た
朕
何
を
や
謂
は
ん
」
と
。
事
、
亦
尋
で
釈
く
。

こ
こ
で
は
浅
原
は
亀
山
が
放
っ
た
と
の
噂
の
流
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
次

で
公
衡
の
議
と
後
深
草
の
「
孝
友
の
言
」
と
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

後
深
草
は
な
き
父
後
嵯
峨
の
こ
と
を
思
い
、
亀
山
を
六
波
羅
に
移
送
す
る
こ

と
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
発
言

が
賛
文
の
よ
う
に
事
件
解
決
に
大
き
く
作
用
し
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。「
事
、
亦
尋
で
釈
く
」
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
消
極
的
で
あ
る
。

そ
し
て
、
亀
山
の
苦
境
が
い
つ
の
時
点
で
あ
っ
た
の
か
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
ど
の
時
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
亀
山
天
皇
紀
」
に
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
８
）
。

伏
見
帝
の
立
つ
や
、
固
よ
り
帝
の
本
意
に
非
ず
。
是
れ
以
て
楽
し
ま
ず

日
を
渉
る
。
適
、
狂
賊
浅
原
為
頼
入
り
て
宮]

を
犯
す
。
時
論
、
帝
の

使
わ
す
所
と
疑
ふ
。
帝
甚
だ
安
ぜ
ず
。
誓
書
を
北
条
貞
時
に
賜
ひ
、
以

て
白
あ
き
ら
か
に
す
。

こ
こ
で
は
亀
山
が
、
兄
後
深
草
の
子
伏
見
が
天
皇
に
な
っ
た
こ
と
に
不
満

の
日
々
を
送
っ
て
い
た
時
に
、
浅
原
の
事
件
が
起
き
た
た
め
に
、
亀
山
が
派

遣
し
た
と
疑
わ
れ
た
。
そ
こ
で
亀
山
は
、
北
条
貞
時
に
誓
書
を
送
っ
て
身
の

証
を
立
て
た
と
述
べ
る
に
と
ま
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
問
題
解
決
に
後
深
草

の
発
言
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
お
「
亀
山
天
皇
紀
」
で
は
、

亀
山
が
誓
書
を
提
出
し
た
の
は
北
条
貞
時
と
な
っ
て
い
る
が
、「
後
深
草
天

皇
紀
の
賛
」
で
は
北
条
時
宗
で
あ
っ
た
。
時
宗
は
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）

に
死
亡
し
、
時
の
執
権
は
貞
時
で
あ
っ
た
か
ら
、「
後
深
草
天
皇
紀
の
賛
」

が
間
違
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
大
日
本
史
』
は
紀
伝
体
の
書
で
あ
り
、
伝
記
集
で
あ
る
（
９
）
。
そ
れ
も
史
料

に
基
い
て
簡
潔
に
叙
述
す
る
方
針
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
右
に
引
用
し
た
後

深
草
・
亀
山
の
両
本
紀
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
本
人
の
関
る
部
分
だ
け
を
簡
潔
に

記
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
に
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
浅

原
一
件
に
関
す
る
事
件
処
理
の
全
体
像
は
見
え
て
来
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

『
大
日
本
史
』
に
は
も
う
一
ヶ
所
、
こ
の
事
件
を
記
し
た
所
が
あ
る
。
当
の

「
浅
原
為
頼
伝
」
で
あ
る
。
彼
の
伝
記
は
叛
臣
伝
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

10
）

。

為
頼
の
宮
闕
を
犯
す
や
、
世
に
言
ふ
、
上
皇
の
為
さ
し
む
る
所
な
り
と
。

権
大
納
言
藤
原
公
衡
、
後
深
草
帝
に
奏
し
、
上
皇
を
六
波
羅
に
遷
す
を
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請
ふ
。
聴
さ
れ
ず
。
因
り
て
伏
見
帝
の
詔
を
矯
め
、
咎
を
上
皇
に
帰
す
。

是
に
於
て
上
皇
誓
書
を
作
り
北
条
時
宗
に
賜
ふ
。
以
て
自
ら
洗
雪
す
。

事
、
是
れ
に
由
り
て
解
く
こ
と
を
う
。

事
件
の
背
景
・
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
事
件
後
の
展
開
全
体
を

簡
潔
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
事
件
後
に
浅
原
を
派
遣
し

た
の
は
亀
山
だ
と
の
噂
が
立
っ
た
の
で
、
公
衡
が
後
深
草
に
亀
山
を
六
波
羅

に
移
す
よ
う
求
め
た
が
、
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
公
衡
は
現
職
の
天
皇

で
あ
る
伏
見
の
詔
旨
を
矯
め
て
ま
で
も
、
亀
山
を
追
求
し
て
責
任
を
と
ら
せ

よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
亀
山
は
誓
書
を
時
宗
（
貞
時
の
誤
り
）
に
送
っ

て
、
自
ら
潔
白
を
示
し
た
の
で
、
事
件
は
解
決
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
後
深
草
が
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
賛
文
に
い
う
「
孝
友
の
言
」

に
あ
た
る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
経
過
が
正
し
い
と
す
る
と
、
後
深
草
・
亀
山

の
本
紀
は
本
人
の
関
り
だ
け
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
問
題
は
な
い
と
し

て
も
、「
後
深
草
天
皇
紀
の
賛
」
の
叙
述
は
、
史
実
を
正
確
に
反
映
し
た
も

の
と
は
い
え
な
く
な
る
。
公
衡
の
議
に
後
深
草
が
「
孝
友
の
言
」
を
発
し
て

事
件
が
解
決
し
た
の
で
は
な
く
、
公
衡
は
そ
の
後
も
亀
山
へ
の
追
及
の
手
を

緩
め
ず
、
そ
の
た
め
に
亀
山
は
貞
時
に
誓
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

苦
境
に
及
い
込
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
と
い
う
よ
り
は
『
大
日
本
史
』

が
依
拠
し
た
史
料
に
は
、
ど
う
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
大
日
本
史
』
の
こ
の
箇
所
は
、
主
と
し
て
「
増
鏡
」
に
依
拠
し
て
い
る
（
11
）
。

そ
こ
で
次
に
長
文
で
あ
る
が
、「
増
鏡
」
の
当
該
箇
所
を
み
て
み
る
（
12
）
。
浅
原

事
件
後
、
亀
山
の
仕
業
と
の
噂
が
立
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

中
宮
の
御
兄
せ
う
と
権
太
夫
公
衡
、
一
院

（
後
深
草
）
の
御
前
に
て
「
こ
の
事
は
、
な
を
、

a

林
（
亀
山
）

寺
殿
の
御
心
あ
は
せ
た
る
な
る
べ
し
。
後
嵯
峨
院
の
御
處
分
を
引

た
が
へ
、
東
よ
り
か
く
當
代
を
も
据
ゑ
た
て
ま
つ
り
、
世
を
し
ろ
し
め

さ
す
る
事
を
、
心
よ
か
ら
ず
思
す
に
よ
り
て
、
世
を
傾
け
給
は
ん
の
御

本
意
な
り
。
さ
て
な
だ
ら
か
に
も
お
は
し
ま
さ
ば
、
ま
さ
る
事
や
出
で

も
う
で
こ
ん
。
院
を
ま
づ
六
波
羅
に
移
し
奉
ら
る
べ
き
に
こ
そ
」
な
ど
、

か
の
承
久
の
例
も
ひ
き
出
で
つ
べ
く
申
給
へ
ば
、
い
と
い
と
を
し
う
あ

さ
ま
し
と
思
し
て
、「
い
か
で
か
、
さ
ま
で
は
あ
ら
ん
。
実じ
ち

な
ら
ぬ
事

を
も
、
人
は
よ
く
い
ひ
な
す
物
也
。
故
院

（
後
嵯
峨
）
の
な
き
御
影
に
も
、
思
さ
ん

事
こ
そ
い
み
じ
け
れ
」
と
涙
ぐ
み
て
の
た
ま
ふ
を
、
心
弱
く
お
は
し
ま

す
か
な
と
、
見
た
て
ま
つ
り
給
て
、
猶
内う
ち

よ
り
の
仰
せ
な
ど
、
き
び
し

き
事
ど
も
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
中
の

（
亀
山
）

院
も
新
院

（
後
宇
多
）
も
お
ぼ
し
お
ど
ろ
く
。
い
と

あ
は
た
ゝ
し
き
や
う
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
い
か
ゝ
は
せ
ん
に
て
、
知
ろ
し

め
さ
ぬ
よ
し
誓
い
た
る
御
消
息
な
ど
、
東
に
つ
か
は
さ
れ
て
後
ぞ
、
事

し
づ
ま
り
に
け
る
。

右
の
よ
う
に
「
増
鏡
」
で
は
、
公
衡
が
伏
見
の
詔
旨
を
矯
め
た
と
の
叙
述

は
な
い
が
、
大
筋
で
「
浅
原
為
頼
伝
」
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
深
草

の
「
孝
友
の
言
」
で
解
決
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
公
衡
の
追
及
は
続

い
た
。
そ
の
た
め
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
亀
山
は
、
関
東
に
誓
書
を
送
っ
て

一
件
は
解
決
し
た
の
で
あ
っ
た
。

澹
泊
に
よ
っ
て
後
深
草
は
文
王
に
比
定
さ
れ
る
ほ
ど
の
高
い
評
価
を
受
け

た
。
そ
の
論
拠
は
、
浅
原
事
件
の
時
の
後
深
草
の
「
孝
友
の
言
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
言
の
位
置
づ
け
は
、『
大
日
本
史
』
の
本
文
と
も
、
そ
の
出

典
の
「
増
鏡
」
と
も
違
っ
て
い
た
。
澹
泊
は
後
深
草
に
高
い
評
価
を
与
え
る

た
め
に
、
史
実
の
順
序
を
変
え
、
こ
の
言
の
効
果
を
潤
色
し
て
、
最
大
の
効

果
を
発
揮
し
た
か
の
ご
と
く
表
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。

後
深
草
が
高
く
評
価
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
亀
山
が
全
く
対
照
的
に
低
く
、

徳
の
足
り
な
い
驕
泰
な
天
皇
と
評
価
さ
れ
た
理
由
は
、「
亀
山
天
皇
紀
の
賛
」

に
、「
帝
、
既
に
位
を
遜
り
て
、
後
院
別
当
を
置
き
、
以
て
新
院
を
圧
す
」

と
あ
っ
た
よ
う
に
、
後
嵯
峨
の
死
亡
後
に
院
政
を
布
い
て
自
ら
政
権
を
握
り
、

政
権
を
後
深
草
に
渡
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
伏
見
が
即
位
し

て
後
深
草
が
院
政
を
布
く
と
、
不
満
で
「
怏
々
の
心
無
き
こ
と
能
は
ず
」
だ
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っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
「
後
深
草
天
皇
紀
の
賛
」
に
い
う
、「
太
弟
、

弟
た
る
の
道
を
尽
す
こ
と
能
は
ず
」
と
の
断
言
に
連
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
ぜ
亀
山
が
政
権
を
維
持
し
、
ま
た
政
権
が
後
深
草
に
移
っ
た
こ
と
に
不

満
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
道
徳
的
に
低
く
評
価
さ
れ
る
理
由
と
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
、
儒
教
の
基
本
で
あ
る
五
倫
の
長
幼
の
序
に
反
す
る
か
ら
で

あ
る
。
後
深
草
は
兄
で
あ
り
、
亀
山
は
弟
で
あ
る
。
弟
は
兄
を
越
え
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
批
判
は
亀
山
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
父
後
嵯
峨

に
も
及
ぶ
。
後
嵯
峨
は
弟
亀
山
を
愛
し
、
皇
統
を
亀
山
に
伝
え
、
後
深
草
に

は
代
わ
り
に
尨
大
な
財
産
で
あ
る
長
講
堂
領
を
与
え
た
の
だ
が
、
こ
の
判
断

を
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
亀
山
天
皇
紀
の
賛
」
は
続
け
て
、
亀
山
の
非

道
徳
性
は
、
後
嵯
峨
の
「
偏
愛
に
牽
か
れ
」
た
「
平
均
を
念
は
」
な
い
、
非

道
徳
な
判
断
に
起
因
す
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

「
亀
山
天
皇
紀
の
賛
」
を
読
む
と
、
討
幕
を
自
重
し
た
こ
と
を
多
少
評
価

し
て
い
る
ほ
か
は
、
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
評
価
は
低
い
。
ま
た
『
大

日
本
史
』
は
私
生
活
の
側
面
で
も
、
亀
山
を
非
道
徳
な
人
物
と
し
て
描
い
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
皇
妃
伝
に
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（

13
）
。

帝
、
早
く
よ
り
内
を
好
む
。
年
十
三
、
始
め
て
子
を
生
む
。
長
ず
る
に

及
びr

嬖
日
に
多
し
。
幸
御
、
度
な
し
。
異
母
妹
に
通
じ
、
女
子
を
産

す
る
に
至
る
。
削
髪
の
初
め
、
勉
強
精
修
、
復
た
婦
人
を
近
づ
け
ず
。

行
履
一
つ
僧
の
如
し
。
新
陽
明
門
院
以
下
、
廊
の
御
方
、
讃
岐
の
二
位
、

或
は
削
髪
、
或
は
出
て
家
に
帰
る
。
而
し
て
帝
復
た
敗
徳
、
淫
縦
益
ま

す
甚
し
と
云
ふ
。

出
典
は
「
増
鏡
」
で
あ
る
が
、「
敗
徳
、
淫
縦
益
ま
す
甚
し
」
と
ま
で
表

現
し
た
の
は
、『
大
日
本
史
』
編
者
の
筆
誅
的
評
言
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
皇
妃
伝
・
皇
女
伝
に
は
私
通
し
た
事
実
と
、
そ
の
結
果
出
生
し
た
皇
女

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
14
）
。

亀
山
と
は
、
か
く
も
不
道
徳
な
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
普
通
亀
山

と
い
え
ば
、
何
よ
り
も
思
い
出
す
こ
と
は
、
元
寇
の
時
に
、
身
を
以
っ
て
国

難
に
代
わ
ら
ん
と
祈
っ
た
天
皇
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。『
大
日
本
史
』
に
も
、

「
弘
安
中
、
蒙
古
来
寇
す
。
帝
深
く
こ
れ
を
憂
へ
、
御
書
の
願
文
、
大
神
宮

に
奉
り
、
身
を
以
て
国
難
に
代
わ
ら
ん
こ
と
を
祈
る（

15
）
」
と
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
肯
定
的
な
事
実
は
、
澹
泊
が
道
徳
的
評
価
を
下
す
時
に
は
、
顧
慮

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

逆
に
最
大
の
讃
辞
で
評
価
さ
れ
た
後
深
草
に
は
、
史
実
と
し
て
道
徳
性
に

問
題
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。「
伏
見
天
皇
紀
の
賛
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る（

16
）
。

後
嵯
峨
上
皇
、
専
ら
亀
山
に
属
意
し
、
其
を
し
て
世
々
図t

に
膺あ
た

ら
し

め
、
後
深
草
の
胤
を
し
て
、
復
び
立
つ
を
得
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
大

公
至
正
の
道
に
非
ず
と
雖
も
、
大
宮
院
面
ま
の
あ
た

り
に
天
語
を
聞
け
り
。
関

東
に
在
り
て
は
、
則
ち
北
条
時
頼
敬
み
て
遺
詔
を
奉
ぜ
り
。
此
れ
、
宜

し
く
一
定
し
て
移
動
す
可
か
ら
ざ
る
べ
き
者
な
り
。
北
条
時
宗
、
後
深

草
上
皇
の
憂
欝
を
見
る
に
忍
び
ず
、
帝
をs

ひ

き
て
儲
弐
に
居
ら
し
む
。

其
の
情
を
原た
ず

ぬ
れ
ば
、
深
く
罪
す
可
か
ら
ざ
る
者
に
似
た
れ
ど
も
、
遺

詔
に
違
ふ
の
責
は
、
則
ち
辞
す
る
を
得
ず
。

こ
こ
で
は
後
嵯
峨
が
亀
山
に
皇
統
を
伝
え
る
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
を
、

「
大
公
至
正
の
道
に
非
ず
」
と
い
い
な
が
ら
、「
宜
し
く
一
定
し
て
移
動
す
可

か
ら
」
ず
と
説
い
て
い
る
。
君
主
た
る
天
皇
の
決
定
だ
か
ら
で
あ
る
。
五
倫

の
第
二
は
君
臣
の
義
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
宗
が
後
深
草
の

「
憂
欝
を
見
る
に
忍
び
ず
」、
そ
の
子
の
伏
見
を
立
て
た
こ
と
に
、
時
宗
は

「
遺
詔
に
違
ふ
の
責
」
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
そ
の
道
徳
的
責
任

を
問
う
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
も
う
一
人
道
徳
的
責

任
を
問
わ
れ
る
人
物
が
伏
せ
ら
れ
て
い
る
。
後
深
草
で
あ
る
。
後
深
草
は
父

の
決
定
に
「
憂
欝
」
＝
不
満
だ
っ
た
の
で
あ
る
。『
大
日
本
史
』
に
も
、
後

宇
多
が
帝
位
に
即
い
た
こ
と
に
、
後
深
草
は
「
益
ま
す
憂
欝
」
と
書
か
れ
、
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そ
し
て
子
の
伏
見
が
皇
太
子
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、「
是
に
於
て
帝
の
意
釈

く
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
17
）
。
明
ら
か
に
後
深
草
は
後
嵯
峨
の
決
定
に
不
満
で
あ

り
、
従
う
意
志
は
な
か
っ
た
。
後
深
草
は
父
の
志
に
反
す
る
意
志
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
非
常
に
非
道
徳
な
行
為
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
五
倫
の
第
一
は
父
子
の
親
で
あ
り
、
孝
と
は
何
よ
り
も
父
の
志
を
継
ぐ

こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
澹
泊
が
後
深
草
の
道
徳
的
評
価
を
下
す
時

に
は
、
こ
の
事
実
は
顧
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
ひ
た
す
ら
「
孝
友
の
言
」
に
焦

点
を
合
わ
せ
、
そ
れ
を
潤
色
拡
大
し
て
最
高
の
讃
辞
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

「
大
日
本
史
論
賛
」
の
後
深
草
と
亀
山
の
評
価
は
、
あ
ま
り
に
対
照
的
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
評
価
は
一
面
的
で
あ
り
、
片
寄
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
一
個
の
人
格
に
対
し
て
、
片
寄
っ
た

評
価
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
は
複
雑
な
人
間
の
あ

り
方
に
対
し
て
、
道
徳
的
な
是
非
・
善
悪
の
価
値
感
で
単
純
に
割
り
切
ろ
う

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
後
深
草
を

高
く
、
亀
山
を
低
く
評
価
す
る
こ
と
が
、『
大
日
本
史
』
の
構
成
上
必
要
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
澹
泊
に
い
わ
せ
れ
ば
、
史
実
を
理
論
化
し
た
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
そ
こ
に
理
論
的
要
請
が
先
行
し
て
い
る

感
を
否
め
な
い
。
そ
れ
で
は
そ
れ
は
、
何
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
そ
れ
を
み
て
み
よ
う
。

２
　
北
朝
正
統
論

「
大
日
本
史
論
賛
」
で
は
、
持
明
院
統
初
代
の
後
深
草
は
聖
人
の
文
王
に

比
定
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
大
覚
寺
統
初
代
の
亀
山
は
徳
の
足
り
な
い
驕
泰

な
天
皇
と
評
価
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
の
意
味
す
る
も
の
は
、
何
よ
り
も
正
統

論
で
あ
る
。
儒
教
の
正
統
論
と
は
、
道
徳
的
な
正
し
さ
と
大
一
統
、
す
な
わ

ち
国
土
を
安
定
的
に
統
一
し
て
い
る
こ
と
の
二
要
素
か
ら
成
り
立
つ
。
た
だ

し
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
時
点
で
両
統
は
国
土
の
争
奪
戦
を
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
後
者
を
取
り
上
げ
る
必
要
は
な
い（

18
）
。

そ
れ
で
は
道
徳
的
な
正
し
さ
と
は
何
か
と
い
う
と
、「
後
深
草
天
皇
紀
の

賛
」
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
帝
王
個
人
が
道
徳
的
に
正
し
い
行
為
を
す
る
こ

と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
二
次
的
な
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
何
よ

り
も
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
血
統
的
な
道
徳
的
正
し
さ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

長
幼
の
序
に
反
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
「
後
深
草
天
皇
紀
の

賛
」
に
お
い
て
亀
山
は
、「
太
弟
、
弟
た
る
の
道
を
尽
す
こ
と
能
は
ず
」
と

批
判
さ
れ
、
さ
ら
に
「
亀
山
天
皇
紀
の
賛
」
で
は
よ
り
明
確
に
、「
帝
、
既

に
位
を
遜
り
て
、
後
院
別
当
を
置
き
、
以
て
新
院
を
圧
す
る
は
、
此
れ
誠
に

何
の
心
ぞ
や
」
と
、
政
権
を
渡
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
亀
山
に
皇
統
を
譲
ろ
う
と
し
た
後

嵯
峨
も
、「
偏
愛
に
牽
か
れ
て
、y

鳩
の
平
均
を
念
は
ず
」
と
、
偏
っ
た
判

断
を
し
た
と
断
言
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、「
伏
見
天
皇
紀
の
賛
」
で
は

よ
り
強
く
、「
大
公
至
正
の
道
に
非
ず
」
と
ま
で
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

儒
教
的
な
判
断
規
準
に
よ
れ
ば
、
後
嗣
の
決
定
は
本
人
の
道
徳
性
に
問
題

が
な
い
限
り
、
長
幼
の
序
に
従
う
の
が
当
然
で
あ
っ
た
。『
大
日
本
史
』
の

本
文
に
お
い
て
、
後
深
草
の
子
伏
見
を
立
て
た
時
の
時
宗
の
判
断
規
準
と
し

て
、「
北
条
時
宗
以
為
お
も
へ

ら
く
、
上
皇

（
後
深
草
）

は
身
正
嫡
に
居
り
、
雅
に
失
徳
な
し
。

宜
し
く
其
の
胤
を
し
て
天
位
を
踐
ま
し
む
べ
し（

19
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、

単
に
史
料
に
基
い
て
記
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の

意
味
が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

後
深
草
は
兄
で
あ
り
、
亀
山
は
弟
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
後
深
草
は
、「
後

深
草
天
皇
紀
の
賛
」
で
は
潤
色
拡
大
し
て
強
調
し
て
い
た
が
、
道
徳
的
に
優

れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
時
宗
の
言
の
よ
う
に
、
道
徳
的
に
問
題

の
あ
る
人
で
は
な
か
っ
た
。
儒
教
的
な
正
統
論
か
ら
い
え
ば
、
後
深
草
は
ま

さ
し
く
正
統
的
な
後
継
者
た
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

後
深
草
は
道
徳
的
に
優
越
し
た
正
統
的
な
継
承
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

父
後
嵯
峨
は
皇
統
を
亀
山
に
譲
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
た
め
に
退
位
後
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も
亀
山
が
政
権
を
渡
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
亀
山
の

皇
統
＝
大
覚
寺
統
は
、
後
深
草
の
皇
統
＝
持
明
院
統
を
圧
倒
す
る
勢
い
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
後
深
草
が
道
徳
的
に
優
越
し
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、『
大
日
本
史
』
的
な
世
界
で
は
、
以
後
の
歴
史
の
展
開
の
な
か
で
大
き

な
意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
儒
教
的
歴
史
観
に
あ
っ
て
は
、

名
分
論
の
な
か
の
人
の
正
名
と
天
の
応
報
が
重
視
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

応
報
の
思
想
と
は
、
人
の
善
悪
の
行
為
は
必
ず
報
わ
れ
る
と
い
う
考
え
で

あ
る
。
し
か
し
、
一
生
の
間
に
報
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
余

慶
・
余
殃
の
論
理
が
作
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
人
の
善
悪
の
行
為
は
た
と
え

一
代
の
間
に
結
果
し
な
く
と
も
、
そ
の
禍
福
は
必
ず
子
孫
に
結
果
す
る
と
説

く
。
そ
し
て
、
儒
教
と
は
父
子
の
親
が
五
倫
の
第
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
理
解

さ
れ
る
よ
う
に
、
何
よ
り
も
家
の
繁
栄
を
願
う
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

こ
こ
に
い
う
禍
と
は
何
よ
り
も
家
が
亡
び
る
こ
と
で
あ
り
、
福
と
は
家
が
栄

え
る
こ
と
で
あ
る
。

儒
教
的
歴
史
観
の
書
で
あ
る
『
大
日
本
史
』
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
論
理
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
典
型
は
、
新
田
氏
と
徳
川
氏
の
関
係
で
あ

る
。「
新
田
義
貞
伝
の
賛
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

20
）
。

義
貞
の
匡
復
の
心
、
少
し
く
も
解
弛
せ
ず
、
天
地
に
誓
ひ
て
以
て
心
と

為
し
、
鬼
神
に
質た
だ

し
て
疑
ひ
無
し
。
不
幸
に
し
て
、
勢
去
り
、
時
、
利

あ
ら
ず
、
智
勇
倶
に
困
き
わ
ま
り
、
之
に
継
ぐ
に
死
を
以
て
す
。
其
の
子
姪
、

皆
能
く
戈
を
枕
に
し
肝
を
嘗
め
、v

々
勤
王
の
師
を
興
す
も
、
卒
にu

残
・
流
亡
に
帰
す
。
豈
、
天
に
非
ず
や
。
其
の
高
風
・
完
節
に
至
り
て

は
、
当
時
に
屈
す
と
雖
も
、
能
く
後
世
に
伸
ぶ
。
天
果
し
て
忠
賢
を
佑

け
ざ
ら
ん
や
。
其
の
、
足
利
氏
と
雄
を
争
ふ
を
観
れ
ば
、
両
家
の
曲
直
、

赫
々
と
し
て
人
の
耳
目
に
在
り
。
愚
夫
愚
婦
と
雖
も
、
亦
能
く
、
新
田

氏
の
忠
貞
た
る
を
知
る
。
寧
ろ
此
を
為
す
と
も
、
彼
を
為
さ
ず
。
亦
、

人
を
し
て
邪
正
を
弁
じ
取
舎
を
決
し
て
、
義
に
嚮
ふ
こ
と
を
知
ら
し
む

る
に
足
る
。
其
の
関
係
す
る
所
、
豈
、
觧
少
な
ら
ん
や
。

義
貞
以
下
、
一
族
離
散
に
至
る
ま
で
南
朝
の
た
め
に
忠
節
を
尽
し
た
新
田

氏
を
称
讃
し
、
そ
の
道
徳
的
正
し
さ
は
「
愚
夫
愚
婦
」
も
知
る
と
指
摘
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、「
当
時
に
屈
す
と
雖
も
、
能
く

後
世
に
伸
ぶ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
新
田
氏
の
後
裔
を
自
称
す
る
徳
川

氏
が
、
新
田
氏
の
余
慶
に
よ
っ
て
天
下
を
取
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の

で
あ
る
。『
大
日
本
史
』
に
お
い
て
も
、
義
貞
は
比
叡
山
か
ら
越
前
に
落
ち

て
行
く
時
に
、
日
吉
の
神
に
次
の
よ
う
に
祈
っ
た
と
い
う（

21
）
。

神
、
尚
ほ
垂
護
あ
ら
ば
、
臣
を
し
て
先
途
恙
な
く
、
再
び
義
軍
を
振
ひ
、

以
て
兇
賊
を
滅
ぼ
す
こ
と
を
得
せ
し
め
よ
。
然
ら
ず
ん
ば
、
必
ず
子
孫

を
し
て
克
く
国
に
報
ひ
、
家
を
起
す
者
有
ら
し
め
よ
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
論
理
は
皇
室
に
も
あ
て
は
め
ら
れ
て
い
る
。
壬
申
の
乱
に

敗
れ
た
大
友
皇
子
が
皇
位
に
即
い
た
と
認
め
た
こ
と
は
、『
大
日
本
史
』
の

三
大
特
筆
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
勝
者
で
あ
る
天
武
の
皇
統
は
称
徳
で
絶

え
、
そ
の
次
の
光
仁
か
ら
は
天
智
の
皇
統
に
復
す
る
。
こ
の
こ
と
を
「
光
仁

天
皇
紀
の
賛
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

22
）
。

蓋
し
天
武
の
統
は
、
称
徳
に
至
り
て
絶
え
、
帝
の
踐
位
す
る
に
及
び
て
、

方は
じ

め
て
天
智
の
統
に
復
す
る
を
得
た
り
。
中
宗
の
功
徳
の
人
心
に
在
り

て
、
終
に
泯
ぶ
可
か
ら
ざ
る
こ
と
、
夫
れ
、
豈
、
人
力
の
み
な
ら
ん

や
。

水
戸
学
で
は
天
智
を
中
興
の
英
主
と
し
て
称
え
、「
中
宗
」
と
称
す
る
。

す
な
わ
ち
、
反
乱
を
起
こ
し
て
皇
位
に
即
い
た
天
武
の
皇
統
は
、
そ
の
余
殃

に
よ
っ
て
称
徳
で
絶
え
、
一
方
、
大
化
の
改
新
と
そ
の
後
に
善
政
を
施
し
た

天
智
の
皇
統
は
、
そ
の
余
慶
に
よ
っ
て
皇
位
に
復
し
た
と
説
い
て
い
る
の
で

あ
る
。

そ
も
そ
も
三
大
特
筆
の
一
つ
と
し
て
、
大
友
が
皇
位
に
即
い
た
と
認
め
た

こ
と
は
、
天
武
が
反
逆
を
犯
し
た
と
認
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
天
皇
に
対
し
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て
反
乱
を
起
こ
す
こ
と
は
、
最
も
あ
る
ま
じ
き
非
道
徳
な
行
為
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
、
た
と
え
人
に
よ
っ
て
か
く
の
ご
と
き
非
道
徳
な
行
為
が
な
さ
れ
た

と
し
て
も
、
必
ず
や
天
は
そ
れ
を
見
過
す
こ
と
は
な
い
と
は
、
儒
教
的
歴
史

観
に
基
く
彼
ら
の
固
い
信
念
で
あ
っ
た
。
澹
泊
は
「
天
定
勝
レ

人
」
に
お
い

て
、
よ
り
明
白
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

23
）
。

天
武
帝
、
天
智
帝
の
盟
に
背
き
て
、
大
友
帝
の
天
下
を
虐
取
す
。d

を

伝
ふ
る
こ
と
数
世
、
孝
謙
帝
に
至
り
て
、
天
武
の
統
絶
ゆ
。
光
仁
帝
諸

王
を
以
て
登
極
し
、
方は
じ

め
て
天
智
の
統
に
復
す
る
を
得
た
り
。
天
智
よ

り
光
仁
に
至
る
、
実
に
十
一
世
な
り
。
│
│
中
略
│
│
蓋
し
、
天
智

は
中
興
の
良
主
、
三
善
清
行
こ
れ
を
称
し
て
中
宗
と
な
し
、
以
て
太
祖

神
武
天
皇
に
配
す
。
こ
れ
を
し
て
絶
て
胤
な
か
ら
し
む
れ
ば
、
す
な
は

ち
、
善
を
な
す
も
の
阻
ま
る
。
天
定
り
て
亦
よ
く
人
に
勝
つ
、
そ
の
理
、

固
よ
りf た
が

は
ざ
る
な
り
。

道
徳
的
に
優
越
し
た
者
の
血
統
は
、
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
劣
勢
に
立
た

さ
れ
よ
う
と
も
、
流
落
し
よ
う
と
も
、
遂
に
は
栄
え
る
こ
と
が
結
論
づ
け
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
余
慶
・
余
殃
の
論
理
と
正
統
論
と
が
結
び

付
く
と
、
道
徳
的
に
優
越
し
た
正
統
の
皇
統
は
、
一
時
的
に
劣
勢
に
な
り
、

ま
た
地
位
を
失
お
う
と
も
、
遂
に
は
皇
統
は
正
統
に
帰
す
こ
と
が
結
論
づ
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
論
理
は
、
当
然
持
明
院
統
と
大
覚
寺
統

の
対
立
、
南
北
朝
の
道
徳
的
評
価
に
も
適
用
さ
れ
る
。

『
大
日
本
史
』
は
南
朝
正
統
論
の
書
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
右

に
考
察
し
た
よ
う
に
、『
大
日
本
史
』
は
北
朝
正
統
論
の
書
な
の
で
あ
る
。

よ
り
正
確
に
表
現
す
れ
ば
、
確
か
に
表
面
南
朝
正
統
論
を
主
張
し
た
の
で
あ

る
が
、
理
論
的
に
は
そ
の
根
底
に
北
朝
正
統
論
が
伏
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
皇
統
は
持
明
院
統
＝
北
朝
に
帰
す
こ
と
が
前
提
に
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

３
　
北
朝
正
統
論
は
光
圀
の
思
想

右
に
み
た
よ
う
に
、『
大
日
本
史
』
に
は
北
朝
正
統
論
が
根
底
に
伏
在
し

て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
は
光

圀
の
思
想
で
あ
る
と
い
え
る
か
否
か
で
あ
る
。
右
の
考
察
は
、
安
積
澹
泊
の

「
大
日
本
史
論
賛
」
を
中
心
に
な
さ
れ
た
。
澹
泊
は
光
圀
の
意
を
体
し
て
編

纂
に
努
力
し
た
と
い
っ
て
も
、
光
圀
そ
の
人
で
は
な
い
。
そ
の
上
、
光
圀
は

北
朝
正
統
と
い
わ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
南
朝
正
統
論
に
強
く
固
執
し
た
人

で
あ
っ
た
。
一
体
当
時
の
朝
廷
は
北
朝
の
子
孫
で
あ
っ
た
し
、
時
宗
の
言
に

も
あ
っ
た
よ
う
に
、
持
明
院
統
は
嫡
流
で
あ
り
、
後
深
草
に
道
徳
的
な
問
題

点
は
な
か
っ
た
か
ら
、
北
朝
正
統
論
は
儒
学
者
の
み
で
な
く
、
当
時
に
至
る

ま
で
一
般
的
常
識
的
な
見
解
で
あ
っ
た
。
光
圀
の
史
臣
も
同
様
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
に
史
臣
の
な
か
に
は
、
光
圀
に
南
朝
正
統
論
の
訂
正
を
迫
る
者
も
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
光
圀
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
と
伝
え
ら
れ
る（

24
）
。

こ
れ
計
は
某
に
許
し
て
よ
。
当
時
後
世
わ
れ
を
罪
す
る
事
を
し
る
と
い

へ
ど
も
、
大
義
の
か
か
る
と
こ
ろ
い
か
ん
と
も
し
が
た
し
。

光
圀
に
と
っ
て
南
朝
正
統
論
は
大
義
に
関
る
強
い
信
条
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
そ
れ
故
に
、『
大
日
本
史
』
に
北
朝
正
統
論
が
読
み
取
れ
る
と
し
た
な

ら
ば
、
そ
れ
は
光
圀
没
後
に
澹
泊
ら
が
操
作
し
た
結
果
な
の
で
は
な
い
か
と

の
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
の
可
能
性
は
一
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
大
日
本
史
』

紀
伝
の
完
成
後
は
、
朝
廷
と
幕
府
へ
の
献
上
が
目
指
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
私
の
史
料
批
判
の
あ
り
方
が
問
題

と
な
る
。

私
は
百
王
本
紀
が
光
圀
の
生
前
の
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
に
完
成
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
内
容
的
に
光
圀
の
承
認
し
た
も
の
と
前
提
し
た
。
し
か

し
、
改
訂
作
業
は
そ
の
後
も
、
澹
泊
の
死
亡
時
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
そ
れ
で

は
、
ど
の
よ
う
な
作
業
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
享
保
十
九
年
（
一
七

三
四
）
に
澹
泊
は
家
老
の
伊
藤
玄
蕃
に
送
っ
た
書
簡
の
な
か
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る（

25
）
。
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誤
字
落
字
ハ
誰
も
見
出
し
之
事
ニ
而
御
座
候
。
文
路
之
吟
味
第
一
専
要

之
儀
と
奉
レ

存
候
。

す
な
わ
ち
、
一
つ
に
は
誤
字
・
落
字
の
点
検
で
あ
る
。
そ
し
て
、
よ
り
重

視
さ
れ
た
の
が
「
文
路
之
吟
味
」
で
あ
る
。「
文
路
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は

お
そ
ら
く
文
章
の
筋
道
の
運
び
具
合
で
あ
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
正
確
な

文
章
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
澹
泊
ら
は
、
こ
う
し
た
校
正
作
業
に

励
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
業
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
享

保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
幕
府
へ
献
上
す
る
ま
で
は
、
か
な
り
の
改
訂
を
し

た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
酒
泉
竹
軒
と
連

名
で
大
井
松
隣
・
中
村
顧
言
に
宛
て
た
書
簡
に
澹
泊
は
、
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る（

26
）
。

後
醍
醐
本
紀
校
正
補
入
等
多
有
レ

之
、
甚
混
雑
い
た
し
候
間
、
近
日
再

校
被
レ

成
清
書
為
レ

致
直
し
、
可
レ

被
二

指
置
一

候
と
被
二

思
召
一

候
。

後
醍
醐
本
紀
を
清
書
し
直
す
ほ
ど
、「
校
正
補
入
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

今
日
、
こ
れ
ら
の
改
訂
作
業
を
跡
付
け
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ

る
。
一
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
澹
泊
ら
は
将
軍
伝
を
立
て
る
な
ど
、

『
大
日
本
史
』
の
全
体
構
成
を
変
え
て
い
る
。
朝
廷
・
幕
府
へ
の
献
上
の
た

め
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
北
朝
正
統
論
に
と
っ
て
有
利
な
処
置
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
に
本
文
の
改
訂
作
業
も
、
一
字
の
筆
誅
や
簡
潔
な
が
ら
も
北

朝
に
有
利
な
史
実
の
挿
入
と
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は
、
十
分
あ

り
え
た
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
水
準
は
光
圀
の
方
針
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と

推
測
で
き
る
。
先
に
具
体
例
と
し
て
浅
原
事
件
の
本
文
を
検
討
し
た
が
、
そ

こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
関
っ
た
限
り
に
お
い
て
、
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
た
。
確

か
に
「
後
深
草
天
皇
紀
の
賛
」
に
お
い
て
澹
泊
は
、
史
実
＝
『
大
日
本
史
』

の
本
文
を
潤
色
拡
大
し
て
後
深
草
を
称
讃
し
た
。
こ
れ
は
本
来
あ
る
ま
じ
き

こ
と
な
の
だ
が
、
逆
に
い
え
ば
本
文
の
中
立
性
、
史
実
に
基
き
簡
潔
に
記
す

方
針
が
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
澹
泊
は
後
深
草
を
高
く
評
価
し

た
い
と
い
う
意
識
が
、
賛
文
で
は
先
走
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
感
情
は
本
文
作
製
時
に
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

も
ち
ろ
ん
後
醍
醐
本
紀
を
は
じ
め
と
す
る
本
文
の
ほ
か
の
箇
所
で
も
同
様
と

認
め
ら
れ
る
。
む
し
ろ
四
に
述
べ
る
よ
う
に
、
後
醍
醐
に
よ
り
不
利
な
記
述

が
私
に
は
目
に
着
く
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
重
要
で
見
過
す
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
は
、
亀
山
が
非
道
徳
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
理
由
は
、
弟
で
あ
り
、

長
幼
の
序
に
反
す
る
行
為
を
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長
幼

の
序
、
そ
れ
は
光
圀
の
生
涯
を
決
し
た
道
徳
規
範
で
あ
っ
た
。
同
時
に
こ
の

こ
と
は
、
光
圀
が
北
朝
正
統
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

光
圀
は
兄
を
越
え
て
水
戸
藩
第
二
代
藩
主
に
な
っ
た
こ
と
を
憂
え
て
、
兄

の
子
に
家
督
を
譲
る
こ
と
を
決
意
し
た
人
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
の
生
涯

の
課
題
で
あ
っ
た
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
一
二
月
四
日
、
家
督
を
少
将

綱
條
に
譲
り
、
無
事
隠
居
を
果
し
て
水
戸
に
戻
っ
た
光
圀
は
、
家
臣
達
を
城

に
集
め
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た（

27
）
。

少
将
は
何
れ
も
存
候
通
、
我
嫡
脉
に
て
候
間
、
早
速
家
を
譲
り
度
と
数

年
存
し
候
。
此
段
は
我
等
家
督
以
前
よ
り
の
存
念
に
て
、
先
年
靖
伯

（
綱
方
君
）
を
養
子
と
し
て
世
継
に
な
し
候
所
に
、
不
幸
に
し
て
早
く

卒
す
。
さ
れ
と
も
能
時
分
少
将
を
養
育
い
た
し
置
、
此
度
本
願
の
通
家

督
を
譲
り
候
。
此
段
私
事
故
、
公
儀
に
申
立
な
り
か
た
し
。
年
月
を
送

り
候
所
に
、
時
節
ケ
様
に
お
も
ふ
ま
ゝ
に
成
候
事
天
命
に
叶
ひ
候
と
、

一
生
の
本
望
こ
れ
に
不
レ

過
候
。

光
圀
は
「
嫡
脉
」
に
家
督
を
早
く
か
ら
譲
り
た
か
っ
た
。
そ
し
て
六
三
歳

に
な
っ
て
隠
居
し
て
、
は
じ
め
て
「
本
願
」
を
達
し
、「
一
生
の
本
望
こ
れ

に
不
レ

過
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
兄
頼
重
の
血
統
を
「
嫡
脉
」
と
い
っ
た
の

は
、
も
ち
ろ
ん
長
幼
の
序
の
道
徳
規
範
に
基
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
私
的

理
由
で
家
督
を
譲
る
こ
と
は
公
儀
に
憚
り
が
あ
る
の
で
、「
一
生
の
本
望
」
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と
な
り
、
隠
居
す
る
こ
と
で
や
っ
と
達
成
で
き
た
と
喜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

光
圀
は
「
嫡
脉
」、
い
い
か
え
れ
ば
正
統
な
血
統
に
水
戸
家
の
家
系
を
復
す

る
こ
と
に
、
生
涯
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

兄
の
子
に
家
督
を
譲
る
決
意
は
、
一
八
歳
立
志
の
時
の
誓
い
で
あ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
光
圀
の
学
問
研
究
、
そ
し
て
『
大
日
本
史
』
編
纂
事
業
は
始
ま
る（

28
）
。

長
幼
の
序
の
道
徳
規
範
に
反
し
て
世
子
に
な
っ
た
こ
と
、
藩
主
に
な
っ
た
こ

と
は
、
か
く
も
大
き
く
光
圀
を
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
光
圀
の
生
涯
は
、

長
幼
の
序
と
共
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

光
圀
は
、
一
生
長
幼
の
序
に
縛
ら
れ
て
い
た
。
長
幼
の
序
、
こ
れ
は
先
に

分
析
し
た
よ
う
に
、
澹
泊
の
北
朝
正
統
論
の
論
拠
で
あ
っ
た
。
光
圀
の
信
条

は
北
朝
正
統
論
と
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
光
圀
の
こ
の
信
条
を
素

直
に
南
北
朝
正
潤
論
に
結
び
付
け
る
な
ら
ば
、
光
圀
は
北
朝
正
統
論
と
認
め

ざ
る
を
得
な
い
。
嫡
流
で
あ
る
兄
の
子
に
家
督
を
伝
え
よ
う
と
し
た
光
圀
が
、

弟
の
家
で
あ
る
南
朝
大
覚
寺
統
を
正
統
と
認
め
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
光
圀
は
南
朝
正
統
論
を
唱
え
た
。
そ
れ
は
本
項

の
は
じ
め
に
み
た
よ
う
に
、「
こ
れ
計
は
某
に
許
し
て
よ
」
と
い
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
ほ
ど
、
論
理
と
い
う
よ
り
は
信
条
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
光
圀
は
、
南

朝
を
正
統
と
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
現
職
の
天
皇
で
あ
る
後
醍
醐

が
、
朝
権
を
回
復
す
る
た
め
に
率
先
し
て
戦
い
、
そ
し
て
持
明
院
統
に
譲
位

す
る
意
志
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
に
、
そ
の
時
点
で
の
名
分
論
的
正
し
さ
を

認
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
光
圀
は
「
君
、
以
て
君
た
ら

ざ
る
と
い
え
ど
も
、
臣
、
臣
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず（

29
）
」
と
、
致
仕
す
る
に
あ
た

っ
て
綱
條
を
戒
め
て
い
る
。
光
圀
は
、
天
皇
に
多
少
の
問
題
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
臣
下
た
る
日
本
人
は
、
君
主
た
る
天
皇
に
忠
節
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
は
理
論
的
な
問
題
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
儒
教
的
歴
史
観
で
は
人
の
正
名
と
天
の
応
報
が
重

視
さ
れ
る
と
述
べ
た
が
、
光
圀
の
思
想
に
は
人
の
正
名
は
成
り
立
っ
て
い
な

い
。
名
分
を
正
す
と
い
う
行
為
は
否
定
さ
れ
て
い
て
、
ひ
た
す
ら
君
主
へ
の

忠
誠
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
は
儒
教
か
ら
来
た
も
の
で

は
な
く
、
日
本
的
な
武
士
の
思
想
か
ら
来
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る（

30
）
。

光
圀
の
南
朝
正
統
論
は
、
武
士
的
な
絶
対
服
従
の
思
想
に
由
来
し
て
い
る
。

光
圀
は
こ
の
絶
対
服
従
の
思
想
を
推
奨
す
る
こ
と
に
意
義
を
認
め
、
表
面
南

朝
正
統
論
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
儒
教
的
道
徳
規
範
を
普
遍

的
な
も
の
と
み
な
し
て
い
た
光
圀
に
と
っ
て
、
北
朝
正
統
論
は
論
理
的
必
然

で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
自
己
の
信
念
か
ら
し
て
も
好
ま
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
『
大
日
本
史
』
が
日
本
人
に
何
を
訴
え
る
か
を
考

え
た
時
に
、
表
面
か
ら
退
け
ら
れ
、
根
底
に
伏
在
さ
せ
ら
れ
た
と
み
な
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

光
圀
の
『
大
日
本
史
』
編
纂
事
業
は
、
儒
教
的
概
念
に
理
論
的
に
負
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
編
纂
を
始
め
た
直
後
か
ら
光
圀
が
直
面
し
た
問
題
は
、
そ

れ
と
日
本
的
な
あ
り
方
と
の
矛
盾
で
あ
っ
た（

31
）
。『
大
日
本
史
』
の
編
纂
方
針

は
光
圀
の
時
代
か
ら
、
た
び
た
び
変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
光
圀
晩
年

以
後
は
名
分
論
的
厳
格
さ
が
緩
和
さ
れ
た
。
そ
の
根
底
に
は
、
こ
の
矛
盾
が

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
最
大
の
矛
盾
が
南
北
朝
の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
問
題
点
に
即
し
て
い
え
ば
、
表
面
唱
え
ら
れ
た
日
本
的
な
道
徳
観

に
基
く
南
朝
正
統
論
と
、
根
底
に
伏
在
さ
せ
ら
れ
た
儒
教
的
道
徳
観
に
基
く

北
朝
正
統
論
と
を
、
い
か
に
調
和
さ
せ
表
現
す
る
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

問
題
は
、
光
圀
の
訴
え
た
い
点
を
読
者
に
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
読
者
と
い

う
よ
り
は
、『
大
日
本
史
』
の
声
望
を
聞
い
て
、
そ
こ
か
ら
影
響
を
受
け
る

人
々
に
、
誤
解
さ
れ
な
い
た
め
に
隠
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
漢
文
で
書
か
れ

た
大
著
『
大
日
本
史
』
を
読
む
人
は
少
な
く
、
歴
史
的
事
実
が
示
す
よ
う
に
、

一
般
的
に
は
南
朝
正
統
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
酔
い
し
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
北
朝
正
統
論
が
根
底
に
伏
在
す
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
口
外
す
る
こ
と
す

ら
禁
じ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
元
禄
年
間
に
彰
考
館
員
が
世
代
交
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代
す
る
な
か
で
、
特
に
優
秀
な
人
材
が
次
第
に
失
わ
れ
て
い
く
な
か
で
、
こ

う
し
た
事
情
も
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
若
く
し
て
朱
舜
水
の
門
に
入
り
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
よ

り
編
集
で
あ
っ
た
澹
泊
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

南
朝
正
統
論
が
唱
え
ら
れ
た
理
由
と
、
光
圀
は
論
理
的
に
も
ま
た
一
生
の
あ

り
方
か
ら
い
っ
て
も
、
北
朝
正
統
論
者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
澹
泊
に

と
っ
て
、
も
と
も
と
北
朝
正
統
論
が
伏
在
し
て
い
る
『
大
日
本
史
』
の
改
訂

作
業
に
、
光
圀
の
方
針
に
反
し
て
ま
で
筆
を
加
え
る
必
要
は
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
理
論
的
に
要
約
す
る
「
大
日
本
史
論
賛
」
に
お
い
て
は
、

北
朝
正
統
と
は
直
接
記
さ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
趣
旨
を
記
し
た
の
で

あ
る
。

詳
し
い
経
緯
は
明
確
に
出
来
な
い
が
、
南
北
朝
の
扱
い
が
今
日
見
ら
れ
る

よ
う
な
か
た
ち
に
な
っ
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

光
圀
は
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
目
的
を
明
示
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
く
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
謎
の
多
い
人
物
で
あ
る
。r

臣
藤
井
紋
太
夫
を
誅
殺
し
た
一

件
も
、
真
相
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
秘
密
に
付
し
た
か
ら
で
あ
る（

32
）
。
光
圀

は
自
分
の
人
生
の
重
大
事
に
関
し
て
、
秘
密
主
義
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

ら
神
秘
化
し
た
人
と
い
え
る
。

光
圀
が
南
朝
正
統
論
を
唱
え
る
一
方
、
北
朝
正
統
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
は

紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
光
圀
は
北
朝
正
統
と
は
い
わ
な
か
っ

た
、
と
人
は
い
う
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
光
圀
は
他
の
編
纂
書
に
お
い

て
、
明
ら
か
に
彼
が
北
朝
正
統
論
者
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
こ

で
次
に
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
光
圀
が
北
朝
正
統
論
者
で
あ
っ
た
こ
と

を
、
よ
り
確
か
に
確
認
し
よ
う
。

三
　
他
の
編
纂
書
に
み
る
北
朝
正
統
論

光
圀
が
北
朝
正
統
論
者
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
は
、『
扶
桑
拾

葉
集
』
と
『
礼
儀
類
典
』
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
六
八
種
に
及
ぶ
と
い
う
光
圀

の
編
著
書
の
な
か
で
、
最
も
重
要
な
書
籍
で
あ
る
。『
扶
桑
拾
葉
集
』
全
三

〇
巻
は
、
仮
名
が
成
立
し
て
か
ら
光
圀
の
時
代
ま
で
の
和
文
の
名
文
集
で
あ

る
。
各
巻
首
に
は
『
大
日
本
史
』
と
同
じ
く
、「
参
議
従
三
位
兼
行
右
近
衛

権
中
将
源
朝
臣
光
圀
編
集
」
と
、
光
圀
の
署
名
が
あ
る
。
延
宝
六
年
（
一
六

七
八
）
に
完
成
し
、
朝
廷
に
献
上
さ
れ
て
勅
撰
に
準
じ
ら
れ
た
。
元
禄
一
四

年
（
一
七
〇
一
）
に
版
行
さ
れ
て
い
る
。『
礼
儀
類
典
』
全
五
百
巻
は
、
朝

廷
儀
礼
に
関
す
る
記
事
を
、
平
安
か
ら
室
町
ま
で
の
主
と
し
て
公
卿
の
日
記

か
ら
、
項
目
別
に
年
代
順
に
網
羅
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
大
日
本
史
』

と
同
じ
く
各
巻
首
に
、「
権
中
納
言
従
三
位
臣
源
光
圀
編
輯
」
と
署
名
さ
れ

て
い
る
。
元
禄
一
四
年
に
完
成
し
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
に
朝
廷
に

献
上
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
二
書
に
は
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
光

圀
の
北
朝
正
統
論
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
。
次
に
具
体
的
に
見
て
行
こ

う
。

１
『
扶
桑
拾
葉
集
』
に
み
る
北
朝
正
統
論

『
扶
桑
拾
葉
集
』
巻
一
は
、
二
一
代
集
と
「
新
葉
和
歌
集
」
の
序
文
を
収

め
る
。
こ
の
う
ち
南
北
朝
時
代
の
至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）
に
北
朝
の
手
に

な
る
「
新
後
拾
遺
和
歌
集
序
」
に
は
、
義
満
を
称
え
る
次
の
よ
う
な
一
文
が

あ
る
。し

か
の
み
な
ら
す
、
征
夷
大
将
軍
左
の
お
ほ
（
大
臣
）

い
ま
う
ち
き
み
（
君
）

、
か
た
い

と
の
み
（
乱
）
た
れ
し
を
お
（
治
）
さ
め
、
か
け
草
の
お
（
衰
）
と
ろ
へ
し
を
お
（
興
）
こ
し
て
、
ほ
（
外
）

か
に
は
八
す
（
隅
）
み
を
ま
（
守
）
も
り
、
う
（
内
）
ち
に
は
万
の
こ
（
理
）
と
わ
り
を
た
（
助
）
す
く
。
ま

こ
と
に
君
も
臣
も
身
を
あ
は
せ
た
る
お
（
折
）
り
な
る
へ
し
。

南
北
朝
の
動
乱
を
平
定
す
る
義
満
を
簡
潔
に
力
強
く
称
え
て
い
る
と
い
え

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
前
に
は
南
朝
の
宗
良
親
王
が
弘
和
元
年
（
一
三

八
一
）
に
著
わ
し
た
「
新
葉
和
歌
集
序
」
を
収
め
て
い
る
。
南
朝
の
勅
撰
と
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み
な
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
南
北
朝
に
関
す
る
叙
述
は
、
次
の

よ
う
で
あ
る
。

し
か
あ
る
を
元
弘
の
は
（
初
）
し
め
、
秋
津
島
の
う
ち
、
波
の
音
静
な
ら
す
、

春
日
野
の
ほ
と
り
、
と
ふ
火
の
か
（
影
）
け
し
は

く
み
へ
し
か
と
、
程
な
く

み（
乱
）た
れ
た
る
を
治
め
て
、
正
し
き
に
か
へ
さ
れ
し
後
は
、
雲
の
上
の
ま

つ
り
事
、
さ
ら
に
ふ
る
き
あ
（
跡
）
と
に
か
へ
り
、
あ
（
天
）
め
の
し
（
下
）
た
の
た
（
民
）
み
、
か

さ
ね
て
あ
ま
ね
き
御
恵
を
た
（
楽
）
の
し
ひ
て
、
あ
（
悪
）
し
き
を
た
（
平
）
い
ら
け
そ
（
背
）
む
く

を
う
（
討
）
つ
み
（
道
）
ち
ま
（
迄
）
て
、
ひ
と
つ
に
す
（
統
）
へ
を
（
行
）
こ
な
は
れ
し
か
と
、
一
度
は
お

さ
ま
り
、
一
度
は
み
た
る
が
世
の
こ
（
理
）
と
は
り
な
れ
は
に
や
、
終
に
ま
た

む（
昔
）か
し
唐
土
に
江
を
わ
（
渡
）
た
り
け
ん
、
世
の
た
め
し
に
さ
へ
な
り
に
た
れ

と
、
ち
は
や

（
千
早
振
）

ふ
る
神
代
よ
り
、
国
を
つ
（
伝
）
た
ふ
る
し
（
印
）
る
し
と
な
れ
る
。

み
く
（
三
種
）

さ
の
た
（
宝
）
か
ら
を
も
（
設
）
う
け
つ
（
伝
）
た
へ
ま
し

く
、
大
和
唐
土
に
つ
け
て
、

も
ろ

く
の
道
を
も
お
こ
し
、
を
（
行
）
こ
な
は
せ
給
、
お
（
御
）
ほ
ん
ま
（
政
）
つ
り
こ
と

な
り
け
れ
は
、
伊
勢
の
海
の
玉
も
、
光
こ
（
異
）
と
に
あ
さ
か
山
の
言
葉
も
色

ふ
か
き
な
ん
。

建
武
の
中
興
を
「
正
し
き
に
か
へ
さ
れ
し
」
と
述
べ
る
が
、
そ
の
後
は

「
一
度
は
お
さ
ま
り
、
一
度
は
み
た
る
か
世
の
こ
（
理
）
と
は
り
」
と
、
南
朝
の
劣

勢
を
反
映
し
て
力
弱
い
。
三
種
神
器
に
言
及
し
て
も
、
伊
勢
の
神
の
加
護
を

祈
る
口
調
で
あ
る
。

『
扶
桑
拾
葉
集
』
は
、
古
文
を
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
だ
け
で
、
何
ら
の

解
説
も
評
論
も
な
い
。
同
じ
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
二
つ
の
和
歌
集
の
序
文
を

並
べ
て
収
め
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
両
朝
の
力
の
差
が
歴
然
と
表
わ
れ
て
来

る
の
は
、
半
ば
当
然
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

巻
二
以
下
は
原
則
的
に
編
年
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
巻
一
三
か
ら
巻

一
九
ま
で
が
対
象
と
な
る
巻
で
あ
る
。

巻
一
三
に
は
後
伏
見
の
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
の
「
石
清
水
御
願
書
」

と
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
の
「
賀
茂
社
御
願
書
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

二
つ
の
願
書
は
重
要
な
の
で
、
全
文
掲
げ
よ
う
。「
石
清
水
御
願
書
」
に
は
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
元
亨
元
年
か
の
（
丁
酉
）

と
の
と
り
十
月
四
日
き
の
（
甲
辰
）

へ
た
つ
、
よ
き
日
の
よ

き
時
に
、
か
け
ま
し
く
も
か
（
畏
）
し
こ
き
い
わ
（
石
清
）

し
水
の
く
（
皇
）
は
う
太
神
の
ひ
ろ
（
広
前
）

ま
へ
に
、
を
（
恐
）
そ
れ
み
を
そ
れ
み
も
申
た
ま
は
く
と
申
。
胤
仁
わ
（
我
）
か
神
の

な（
流
）か
れ
を
う
け
て
、
あ
（
天
）
ま
つ
日
つ
（
嗣
）
き
い
ま
に
た
へ
す
。
そ
（
祖
）
は

１

の
し
や
（
正
嫡
）

う

ち
や
く
と
し
て
、
て
ん
（
天
子
）

し
の
く
（
位
）
ら
ゐ
を
ふ
む
。
し
か
あ
る
を
、
わ
つ
か

に
三
と
（
歳
）
せ
か
う
（
内
）
ち
に
、
つ
（
罪
）
み
な
く
し
て
位
を
う
（
奪
）
は
ゝ
れ
き
。
う
（
運
）
ん
の
つ
（
拙
）

た
な
き
を
し
り
て
、
こ
れ
を
神
に
い
（
祈
）
の
ら
す
、
と
（
年
）
し
を
ゝ
（
送
）
く
り
き
。
つ

ら

く
そ
（
祖
）
ハ
を
ん
わ

２

を
（
遅
）
く
れ
た
（
奉
）
て
ま
つ
り
し
よ
り
こ
の
か
た
の
身
の
う
（
上
）

へ
を
あ
（
案
）
ん
す
る
に
、
木
を
は
（
離
）
な
れ
た
る
鳥
の
こ
（
如
）
と
し
、
水
を
う
（
失
）
し
な
へ

る
う
（
魚
）
を
の
こ
と
し
。
こ
こ
に
は
（
傍
）
う
人
い
よ

く
ち
（
力
）
か
ら
を
え
て
、
う
（
運
）
ん

を
か
（
傾
）
た
ふ
け
ん
と
す
。
こ
れ
に
よ
り
て
か
（
量
）
す
仁
の
親
王
、
り
う
（
立
坊
）

は
う

り
う
（
理
運
）

ん
に
あ
た
り
て
、
い
ま
に
の
（
望
）
そ
み
を
と
（
遂
）
け
す
。
し
（
知
）
ら
す
も
し
一
り
（
流
）

う
た
ん
（
断
絶
）

せ
ち
、
そ
の
こ
（
期
）
い
（
至
）
た
る
か
。
又
し
ら
す
う
（
運
）
ん
の
時
い
（
至
）
た
ら
さ
る

か
。
神
明
の
お
う
（
応
感
）

か
ん
に
あ
（
非
）
ら
す
ハ
、
た
れ
か
こ
れ
を
わ
（
弁
）
き
ま
へ
ん
。

こ
と
し
ハ
ふ
（
古
）
る
き
を
あ
（
改
）
ら
た
め
て
、
あ
た
ら
し
き
を
た
（
立
）
つ
へ
き
て
ん
（
天
運
）

う

ん
な
り
。
こ
の
と
き
に
あ
た
り
て
、
う
ん
を
ひ
（
開
）
ら
か
ん
と
思
ふ
。
一
念

の
う
（
憂
）
れ
へ
な
（
猶
）
を
て
ん
（
天
道
）

た
う
に
た
（
達
）
つ
す
。
い
は
ん
や
念

く
の
う
（
恨
）
ら
み
を

や
。
一
身
の
う
れ
へ
な
を
神
の
き
（
聴
）
ゝ
を
お
（
驚
）
と
ろ
か
す
。
い
は
ん
や
そ
（
祖
）
ハ

お
ん
わ

３

の
お
ん
（
怨
念
）

ね
ん
を
や
。
す
（
既
）
て
に
つ
（
使
）
か
ひ
を
と
う
（
東
関
）

く
は
ん
に
つ
（
遣
）
か
は

し
て
、
お
（
思
）
も
ふ
と
こ
ろ
を
の
（
述
）
へ
ん
と
す
。
い
（
言
）
ふ
と
こ
ろ
わ
（
我
）
か
く
（
口
）
ち
に
あ

ら
す
。
神
の
く
ち
を
か
（
借
）
る
。
こ
（
応
）
た
へ
ん
と
こ
ろ
人
の
こ
（
心
）
ゝ
ろ
に
あ
ら
す
。

て（
天
）ん
の
心
な
ら
ん
。
一
事
一
け
（
言
）
ん
わ
（
私
）
た
く
し
を
ま
（
交
）
し
へ
は
、
神
明
な
ふ
（
納
受
）

し
ゆ
し
た
（
給
）
ま
ふ
へ
か
ら
す
。
ふ
（
筆
）
て
に
さ
（
先
）
き
た
（
立
）
ち
こ
（
心
）
こ
ろ
に
さ
き
た
ち
て
、

そ
の
ま
（
誠
）
こ
と
あ
ら
ハ
、
さ
（
座
）
を
さ
（
去
）
ら
す
し
て
、
わ
（
我
）
か
く
（
願
）
ハ
ん
一
々
に
し
や
（
正
受
）

う
し
ゆ
せ
し
め
た
ま
へ
。
大
ほ
さ
（
菩
薩
）

つ
こ
の
し
（
証
）
や
う
を
、
た
（
平
）
い
ら
け
く
や
（
安
）

吉田俊純：徳川光圀の『大日本史』編纂の学問的目的
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表『扶桑捨葉集』巻13～19目次

巻 葉 題　　　　名 作者名（家名・号） 作者生没年（西 暦）

２～69 中務内侍日記 13世紀

69～71 石清水御願書 正応元～延元元（1288～1336）

71～73 賀茂社御願書 〃

73～74 御子に贈給ふ古今集序 〃

74～76 名和長年に下し給ふ勅書 正応元～延元４（1288～1339）

76 李花集の内 応長元～　？　（1311～ ？ ）

76～79 又 〃

79～80 又 〃

80～81 又 〃

81～82 又 〃

82～83 又 〃

83～89 千首和歌跋 〃

89～93 すみよし詣 元徳２～正平 22（1330～1367）

２～３ 年中行事歌合序 正応２～元中５（1320～1388）

３～28 おもひのまゝの日記 〃

28～31 嵯峨野物語序 〃

31～37 筑波問答序 〃

37～57 小嶋のくちすさみ 〃

２～12 さかき葉の日記 〃

12～29 雲井の御のり 〃

30～31 愚問賢注序 〃

31～32 都のつと跋 〃

32～43 雲井の花 〃

43～45 白鷹記 〃

45～66 さ夜のねさめ 〃

66～76 人にあたふる詞 〃

76～79 莵玖波集序 〃

２ 愚問賢註跋 正応２～文中元（1289～1372）

２～11 高野日記 〃

11～12 骸骨の絵の賛 14世紀

12～30 都のつと 〃

30～33 言塵集序 嘉暦元～応永25頃（1326～1418）

33～36 落書露顕序 〃

36～51 鹿苑院准后義満公いつく嶋詣の記 〃

51～82 道ゆきふり 〃

２～３ 河海抄序 嘉暦元～応永９（1326～1402）

３～37 伊勢大神宮参詣記 嘉暦２頃～応永22（1327～1415）

37～40 源氏物語提要序 正平 19～永享５（1364～1433）

２～40 相国寺塔供養記 正平 13～応永 25（1358～1418）

40～69 北山行幸記 〃

２～４ 七百番哥合序 ？　～永享元（ ？ ～1429）

４～８ 仙源抄跋 〃

８～13 両聖記 〃

13～14 むくさの種の序 永和３～永享５（1377～1433）

14～25 鹿苑院准后義満公をいためる辞 正平 13～正長元（1358～1428）

25～28 後小松天皇升遐の記 〃

29～51 富士紀行 元中元～享徳４（1391～1455）

19 ２～34 椿葉記 文中元～康正２（1372～1456）

中 務

後 伏 見 天 皇

〃

〃

後 醍 醐 天 皇

宗 良 親 王

〃

〃

〃

〃

〃

〃

源 （ 足 利 ） 義 詮

藤原（二条）良基

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

釈 頓 阿

〃

釈 慶 運

釈 宗 久

源 （ 今 川 ） 貞 世

〃

〃

〃

源 （ 四 辻 ） 善 成

坂 士 仏

源 （ 今 川 ） 範 政

藤原（一条）経嗣

〃

藤原（花山院）長親

〃

〃

後 小 松 天 皇

藤原（飛鳥井）雅縁

〃

釈 尭 孝

後 崇 光 院

13

14

上

14

下

15

16

17

18



す
ら
け
く
う
（
受
）
け
た
ま
ひ
て
、
と
き
（
常
葉
）

は
か
き
（
堅
葉
）

は
に
、
夜
の
ま
（
守
）
も
り
日
の
ま

も
り
に
、
ま
も
り
さ
（
幸
）
い
は
ひ
た
ま
へ
と
、
を
（
恐
）
そ
れ
み
を
（
恐
）
そ
れ
み
も
、
申

た
ま
は
く
と
申
。

一
部
判
読
で
き
な
い
所
が
あ
る
。
私
は
近
世
の
版
本
の
『
扶
桑
拾
葉
集
』

に
よ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
か
な
り
の
誤
り
が
あ
る
。
そ
れ
を
今
日
の
活

字
本
（
33
）
に
よ
っ
て
補
う
と
、
傍
線
１
は
、「
王
」
で
あ
り
、
２
は
「
王
先
王
に
」

で
あ
り
、
３
は
「
王
せ
ん
王
」
で
あ
る
。

元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
は
、
後
醍
醐
が
即
位
し
て
か
ら
三
年
で
あ
る
。

三
年
で
退
位
さ
せ
ら
れ
た
後
伏
見
と
し
て
は
、
感
慨
深
い
年
で
あ
っ
た
。
そ

の
上
、
子
の
量
仁
（
後
の
光
厳
）
は
皇
太
子
に
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
後

伏
見
以
後
皇
位
は
、
後
二
条
（
大
覚
寺
統
）、
花
園
（
持
明
院
統
）、
後
醍
醐

と
、
両
統
が
交
代
で
即
い
て
来
た
の
に
、
後
醍
醐
に
至
っ
て
皇
太
子
に
は
、

大
覚
寺
統
の
正
嫡
邦
良
親
王
が
立
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
態
に
後
伏
見
は
、

「
一
り
（
流
）
う
だ
ん

（
断
絶
）
　
せ
ち
」
の
危
機
感
を
持
っ
た
。
大
覚
寺
統
に
対
す
る
反
感
は

想
像
以
上
の
も
の
が
あ
る
。「
う
（
恨
）
ら
み
」
と
い
い
、「
お
ん
（
怨
念
）

ね
ん
」
と
い
っ
て

い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
後
伏
見
は
神
に
祈
る
に
あ
た
っ
て
、
い
か

な
る
資
格
で
祈
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、「
胤
仁
（
後
伏
見
の
諱
　
注
吉

田
）
わ
（
我
）
か
神
の
な
（
流
）
か
れ
を
う
け
て
、
あ
（
天
）
ま
つ
日
つ
（
嗣
）
き
い
ま
に
た
へ
す
。
そ
（
祖
）
王

の
し
や
（
正
嫡
）

う
ち
や
く
と
し
て
、
て
ん
（
天
子
）

し
の
く
（
位
）
ら
ゐ
を
ふ
む
」
者
と
し
て
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
神
代
以
来
の
皇
統
の
「
し
や
（
正
嫡
）

う
ち
や
く
」、
正
統
な
継
承
者
と

し
て
祈
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
願
文
は
何
よ
り
も
持
明
院
統
が
正
統
な

皇
統
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
史
料
な
の
で
あ
る
。

嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
の
「
賀
茂
社
御
願
文
」
も
、
同
様
の
趣
旨
で
あ

る
。
全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
嘉
暦
三
年
と
し
（
歳
次
）

の
つ
い
て
つ
ち
（
戊
辰
）

の
へ
た
つ
九
月
四
日
み
つ
（
壬
子
）

の
え
の

ね
、
よ
き
日
の
よ
き
と
き
、
太
上
天
皇
胤
仁
、
か
（
掛
）
け
ま
し
く
も
か
（
賢
）
し
こ

き
賀
茂
大
明
神
の
ひ
ろ
（
広
前
）

ま
へ
に
、
を
（
恐
）
そ
れ
ミ

く
も
申
た
（
給
）
ま
は
く
。
そ

れ
を
（
愚
）
ろ
か
な
る
せ
（
勢
）
い
を
か
（
省
）
へ
り
み
る
と
い
（
雖
）
へ
と
も
、
あ
（
天
）
ま
の
日
つ
（
嗣
）
き
を

う（
受
）け
て
、
く
わ
（
皇
統
）

う
と
う
の
し
や
（
正
流
）

う
り
う
に
あ
た
れ
り
。
春
宮
り
う
（
立
坊
）

ハ
う

の
う
（
運
）
ん
に
い
（
至
）
た
る
ま
（
迄
）
て
、
す
（
既
）
て
に
神
の
め
（
恵
）
く
み
に
あ
（
与
）
つ
か
る
。
と
（
歳
）
し
す
（
既
）

て
に
せ
（
成
）
い
人
の
よ
（
齢
）
は
ひ
に
お
（
及
）
よ
ふ
。
せ
ん
（
先
祖
）

そ
の
う
（
運
）
ん
、
天
の
さ
（
授
）
つ
く
る

と
こ
ろ
、
そ
の
こ
（
期
）
い
（
至
）
た
れ
り
。
し
か
あ
る
を
、
一
ハ
（
傍
）
う
み
（
道
）
ち
な
き
ひ
け
（
秘
計
）

い
、
日
を
ゝ
（
追
）
ひ
て
色
を
そ
（
添
）
ふ
。
む
し
（
無
心
）

ん
の
か
（
構
）
ま
へ
、
神
か
（
神
）
ん
さ
（
定
）
た
め
て

て（
照
）ら
し
た
（
給
）
ま
ハ
ん
か
。
こ
れ
し
か
し
な
か
ら
、
身
の
た
め
に
し
て
世
を

か（
傾
）た
ふ
く
る
に
あ
（
非
）
ら
ず
や
。
あ
（
天
）
め
の
し
（
下
）
た
ハ
一
人
の
あ
め
の
し
た
に
あ

ら
す
。
あ
め
の
し
た
の
あ
め
の
し
た
也
。
ほ
（
欲
）
し
き
ま
ま
に
し
や
（
邪
侫
）

ね
い
を

も（
以
）ち
て
正
ろ
（
路
）
を
ふ
（
覆
）
た
か
ん
こ
と
、
神
と
し
て
あ
（
豈
）
に
う
（
受
）
け
た
ま
ハ
ん
や
。

そ
も

く
大
明
神
御
め
（
恵
）
く
ミ
を
我
身
に
た
（
垂
）
れ
た
ま
ふ
こ
と
、
こ
の
時
に

あ
た
り
て
す
い
（
瑞
想
）

そ
う
一
に
あ
ら
す
。
こ
れ
を
た
（
頼
）
の
ミ
あ
（
仰
）
ふ
き
た
（
奉
）
て
ま
つ

る
に
、
さ
ら
に
う
（
運
）
ん
の
を
（
恐
）
そ
れ
な
し
。
も
と
よ
り
の
こ
（
理
）
と
は
り
、
し
せ
（
自
然
）

ん
の
み
（
道
）
ち
に
ゆ
（
譲
）
つ
り
て
、
う
（
運
）
ん
を
天
に
ま
（
任
）
か
す
る
ゆ
（
故
）
へ
に
、
か
（
必
）
な
ら
す

こ
れ
を
ひ
た
（
非
道
）

う
に
い
（
祈
）
の
ら
す
。
こ
の
心
を
（
自
）
の
つ
か
ら
く
わ
（
寛
大
）

ん
た
い
に
に
（
似
）

た
る
と
い
（
雖
）
へ
と
も
、
む
た
（
無
道
）

う
よ
（
邪
）
こ
し
ま
の
ね
ん
（
念
力
）

り
き
た
と
ひ
つ
（
強
）
よ
く
と

も
、
神
た
（
道
）
う
い
か
て
か
し
（
邪
）
や
を
う
（
受
）
け
正
を
す
（
捨
）
て
ん
。
も
し
む
た
（
無
道
）

う
の

ね
ん
（
念
力
）

り
き
つ
よ
き
に
よ
り
て
、
し
よ
（
正
道
）

う
た
う
を
た
（
頼
）
の
む
心
、
く
わ
（
寛
大
）

ん
た

い
の
と
（
科
）
か
に
な
（
嘆
）
け
く
。
こ
れ
を
す
（
捨
）
て
ハ
、
人
い
よ

く
き
ほ
（
鬼
法
）

う
を
さ
（
先
）
き

と
し
、
国
た
ち
ま
ち
に
ほ
（
滅
）
ろ
ひ
う
（
失
）
せ
ん
。
し
か
あ
ら
ハ
し
よ
（
正
直
）

う
し
き
の

神
、
な
（
何
）
に
を
も
（
以
）
ち
て
か
そ
の
め
（
命
）
い
を
つ
（
継
）
き
、
そ
の
か
（
形
）
た
ち
を
の
（
残
）
こ
さ
ん

や
。
わ
く
（
惑
法
）

ハ
う
の
ち
（
誓
）
か
ひ
、
を
（
恐
）
そ
ら
く
ハ
む
（
空
）
な
し
き
に
あ
る
へ
し
。
神

も
し
し
や
（
邪
侫
）

ね
い
を
う
（
受
）
け
す
ハ
、
我
ね
い
（
侫
心
）

し
ん
を
も
（
持
）
た
す
。
我
ね
（
侫
）
い
心
を

も
た
す
ハ
、
神
ま
（
又
）
た
す
（
捨
）
て
た
（
給
）
ま
は
ん
や
。
い
（
祈
）
の
る
と
こ
ろ
わ
（
私
）
た
し
な
く

ハ
、
神
か
ん
（
神
座
）

さ
を
た
（
立
）
た
す
し
て
、
そ
の
し
（
印
）
る
し
を
見
せ
た
ま
へ
。
い
の

る
と
こ
ろ
も
し
わ
（
私
）
た
く
し
ま
（
交
）
し
ハ
ら
は
、
我
と
（
科
）
か
を
か
（
蒙
）
う
ふ
ら
ん
事
、

い
さ
ゝ
か
も
い
（
痛
）
た
む
と
こ
ろ
に
あ
ら
す
。
た
（
唯
）
た
神
に
身
を
ま
（
任
）
か
せ
た
て
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ま
つ
り
て
、
さ
ら
に
身
を
わ
（
私
）
た
く
し
に
せ
す
。
こ
の
心
を
あ
（
明
）
き
ら
け
く

か（
考
）ゝ
ミ
た
ま
ひ
て
、
あ
（
誤
）
や
ま
る
と
こ
ろ
な
く
ハ
、
し
や
（
邪
侫
）

ね
い
を
万
里
に

し（
退
）り
そ
け
て
、
せ
い
（
正
直
）

ち
よ
く
の
み
（
道
）
ち
を
す
（
進
）
す
め
、
治
天
の
う
（
運
）
ん
た
ち
ま

ち
に
ひ
（
開
）
ら
け
ん
。
大
明
神
こ
の
し
（
証
）
や
う
を
、
た
（
平
）
い
ら
け
く
や
（
安
）
す
ら
け
く

き（
聞
）こ
し
め
（
召
）
し
て
、
夜
の
ま
（
守
）
も
り
日
の
ま
も
り
に
、
ま
も
り
さ
（
幸
）
ひ
は
ひ
た

ま
へ
と
、
を
（
恐
）
そ
れ
ミ

く
申
た
（
給
）
ま
ハ
く
と
申
。

嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
は
、
後
醍
醐
が
即
位
し
て
一
〇
年
が
経
っ
た
年

で
あ
る
。
両
統
迭
立
の
時
に
あ
た
る
。
当
時
量
仁
は
一
六
歳
、
嘉
暦
元
年
に

邦
良
の
死
亡
に
よ
っ
て
皇
太
子
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
後
醍
醐
は
退
位

し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
後
伏
見
は
こ
の
願
文
を
認
め
、
量
仁
が
即
位
す
る
よ

う
祈
っ
た
の
で
あ
る
。
後
醍
醐
に
対
す
る
反
感
は
一
層
増
大
し
て
い
る
。

「
身
の
た
め
に
し
て
世
を
か
（
傾
）
た
ふ
く
る
」
と
い
い
、「
ほ
（
欲
）
し
き
ま
ま
に
し
や
（
邪
侫
）

ね

い
を
も
（
以
）
ち
て
正
ろ
（
路
）
を
ふ
（
覆
）
た
か
ん
」
と
い
い
、「
む
と
（
無
道
）

う
よ
（
邪
）
こ
し
ま
の
ね
ん
（
念
力
）

り

き
」
と
ま
で
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
後
伏
見
は
、「
あ
（
天
）
ま
の
日

つ（
嗣
）き
を
う
（
受
）
け
て
、
く
わ
（
皇
統
）

と
う
の
し
や
（
正
流
）

う
り
う
に
あ
た
れ
り
」
と
の
資
格
者
と

し
て
祈
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
神
代
以
来
の
皇
統
の
「
し
や
（
正
流
）

う
り
う
」、

正
統
な
継
承
者
と
し
て
祈
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
願
文
も
元
亨
の
願
文

と
同
じ
く
、
持
明
院
統
が
正
統
な
皇
統
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
史
料

な
の
で
あ
る
。

巻
一
三
は
続
け
て
後
醍
醐
の
「
名
和
長
年
に
下
し
給
ふ
勅
書
」
と
宗
良
親

王
の
「
李
花
集
の
内
」
六
遍
と
「
千
首
和
歌
跋
」
を
収
め
る
が
、
こ
れ
ら
は

南
朝
の
人
々
が
い
か
に
苦
労
を
し
た
か
を
偲
せ
て
も
、
南
朝
が
正
統
で
あ
る

こ
と
を
説
い
た
言
葉
は
み
あ
た
ら
な
い
。
な
ぜ
か
『
扶
桑
拾
葉
集
』
に
は
、

「
神
皇
正
統
記
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
北
畠
親
房
の
著
作
は
な
い
。

逆
に
『
扶
桑
拾
葉
集
』
は
巻
一
四
の
上
下
二
冊
が
、
二
条
良
基
に
当
て
ら

れ
て
い
る
。
良
基
は
当
代
一
の
知
識
人
で
あ
る
が
、
観
応
の
擾
乱
の
た
め
に

後
光
厳
が
神
器
な
く
し
て
即
位
し
た
時
に
、
尊
氏
を
以
て
宝
剱
に
擬
し
、
良

基
を
以
て
神
璽
に
擬
せ
ば
足
る
と
い
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
北
朝
の
重

臣
で
あ
る（

34
）
。
そ
ん
な
良
基
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
著
作
は
北
朝
の
肯
定
論
と
室

町
幕
府
へ
の
讃
辞
に
満
ち
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
お
も
ひ
の
ま
ゝ
の
日
記
」

は
、
次
の
文
章
で
始
ま
る
。

こ
の
十
と
せ
あ
ま
り
、
お
さ
ま
り
か
ね
侍
つ
る
よ
も
（
四
方
）

の
波
か
せ
、
名
残

な
く
し
（
静
）
つ
ま
り
ぬ
れ
ハ
、
秋
津
洲
の
う
ち
し
（
島
）
ま
の
外
ま
て
も
、
あ
ま
ね

き
御
め
（
恵
）
く
ミ
を
（
及
）
よ
は
ざ
る
か
（
方
）
た
な
し
。
大
樹
将
軍
又
文
治
の
か
（
賢
）
し
こ
き

あ（
跡
）と
を
し
（
慕
）
た
ひ
て
、
ま
（
政
）
つ
り
こ
と
を
む
（
昔
）
か
し
に
か
（
帰
）
へ
さ
ん
と
い
う
ね
（
願
）
か

ひ
の
、
あ
（
浅
）
さ
か
ら
さ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
神
々
も
こ
の
心
中
を
ミ
（
見
）
そ
な
ハ

し
て
、
我
国
を
ま
（
守
）
ほ
り
武
ゐ
（
威
）
を
た
（
助
）
す
け
給
ふ
な
る
へ
し
。

一
〇
年
余
の
間
に
北
朝
側
が
優
勢
に
な
り
、
平
和
が
回
復
し
て
宝
町
幕
府

が
確
立
し
て
来
た
こ
と
を
言
寿
い
で
い
る
。
そ
の
称
讃
の
高
さ
は
、
続
け
て

「
延
喜
天
暦
の
御
代
に
も
か
く
は
か
り
や
ハ
侍
り
き
。
五
百
年
に
一
と
（
度
）
の
名

世
に
ハ
、
た
ゝ
け
ふ
（
今
日
）

こ
の
比
の
こ
と
ゝ
見
へ
た
り
」
と
、
表
現
す
る
に
至
る
。

延
喜
（
九
〇
一
〜
二
三
）
・
天
暦
（
九
四
七
〜
五
七
）
か
ら
四
百
年
余
、
そ

れ
に
劣
ら
な
い
治
政
の
時
代
で
あ
る
と
絶
讃
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に

醍
醐
・
村
上
の
延
喜
・
天
暦
の
治
を
理
想
と
し
、
自
ら
後
醍
醐
と
名
乗
っ
た

後
醍
醐
に
対
す
る
、
厳
し
い
あ
て
つ
け
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
良
基
に
と
っ
て
南
朝
軍
は
「
凶
徒
」（「
小
嶋
の
く
ち
す
さ
み
」）
で
あ
り
、

将
軍
は
「
鎌
倉
右
大
将
寿
永
に
宝
剱
西
海
に
沈
て
後
、
彼
替
に
お
（
公
）
ほ
や
け
の

武
の
御
守
と
成
て
」（「
さ
か
き
葉
の
日
記
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
壇
の
浦
に

沈
ん
だ
三
種
の
神
器
の
一
つ
で
あ
る
宝
剱
の
代
わ
り
と
ま
で
、
称
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
当
然
、
彼
の
使
用
す
る
年
号
は
北
朝
年
号
で
あ
る
。

『
扶
桑
拾
葉
集
』
は
劣
勢
だ
っ
た
南
朝
、
滅
び
去
っ
て
し
ま
っ
た
南
朝
の
現

実
を
反
映
し
て
、
表
に
み
る
よ
う
に
北
朝
の
人
の
作
品
が
多
い
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
作
品
は
皆
北
朝
年
号
を
使
用
し
て
い
る
。『
扶
桑
拾
葉
集
』
は
そ

れ
ら
の
北
朝
年
号
に
、
何
ら
の
注
釈
を
つ
け
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
記
し
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て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、『
扶
桑
拾
葉
集
』
は
「
椿
葉
記
」
を
全
文
載
せ
る
。「
椿
葉
記
」

は
伏
見
宮
家
の
後
崇
光
院
が
、
皇
位
に
即
い
た
子
後
花
園
の
た
め
に
、
伏
見

宮
家
の
歴
史
と
帝
王
学
を
説
い
た
書
で
あ
る
。
伏
見
宮
家
は
観
応
の
擾
乱
の

結
果
成
立
し
た
。
皇
位
を
追
わ
れ
、
さ
ら
に
は
財
産
も
失
っ
た
家
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
残
っ
た
も
の
は
、
激
し
い
正
統
意
識
で
あ
る
。
本
文
は
次
の
よ
う
に

始
ま
る
。

崇
光
院
ハ
光
厳
院
第
一
の
わ
う
（
皇
子
）

し
に
て
、
こ
さ
か

（
後
嵯
峨
）

の
院
以
来
皇
統
に
て

ま
し
ま
す
。
御
さ
い
（
在
位
）

ゐ
わ
（
僅
）
つ
か
に
三
年
、
天
下
ミ
（
乱
）
た
れ
て
観
応
二
年
十

一
月
七
日
、
南
朝
後
村
上
院

よ
り
取
た
（
奉
）
て
ま
つ
り
て
御
く
ら
ゐ
を
廃
す
。
同
十
二

月
廿
八
日
、
太
上
天
皇
の
そ
ん
（
尊
号
）

か
う
を
た
て
ま
つ
る
。
此
日
光
明
院
に
（
俄
）

は
か
に
御
し
ゆ
（
出
家
）

つ
け
あ
り
、
御
ほ
つ
（
発
心
）

し
ん
と
き
（
聞
）
こ
ゆ
。
そ
の
の
（
後
）
ち
伏
見

の
ほ
う
あ

（
法
安
寺
）

ん
し
に
て
、a

衣
を
ち
（
着
）
や
く
し
ま
し
ま
す
。
長
谷
寺
の
御
庵

に
御
隠
居
あ
り
。
同
三
年
閏
二
月
廿
日
、
南
朝
の
天
気
に
よ
り
て
、

両
上
皇
新
院

光
厳
院
光
明
院
崇
光
院

儲
皇
直
仁
親
王

萩
原
殿
花
園
院
一
宮

八
幡
の
軍
陣
に
幸
し
ま
し
ま
す
。
南
方
の

官
軍
利
な
く
し
て
、
八
幡
よ
り
没
落
、
河
内
国
東
条
の
城
に
還
幸
あ
り
。

同
五
月
に
ま
た
大
和
国
加
名
生
の
離
宮
に
渡
御
な
る
。
同
八
月
に
光
厳

院
御
落
餝
あ
り
。
そ
の
の
ち
河
州
の
行
宮
に
し
て
、a

位
を
ち
（
着
）
や
く
し

ま
し

く
て
、
つ
（
遂
）
ゐ
に
は
山
国
の
御
庵
ニ
御
隠
居
あ
り
。
か
し
こ
に
て

崩
御
な
る
。
さ
て
と
（
春
）
う
宮
ハ
廃
せ
ら
れ
て
、
光
厳
院
第
二
後
光
厳
院

宮
同
八
月
十

七
日
踐d

あ
り
。
ち
（
父
）
ゝ
の
御
ゆ
（
譲
）
つ
り
に
も
あ
ら
す
。
ふ
し
や
う

（
武
将
）
等
持
院
左
府
の
は
（
計
）
か

ら
ひ
と
し
て
申
を
（
行
）
こ
な
ふ
。
此
宮
ハ
妙
法
院
の
門
跡
へ
、
入
室
あ
る
へ

き
に
さ
（
定
）
た
め
申
さ
る
ゝ
と
（
所
）
こ
ろ
に
、
不
慮
の
聖
運
を
ひ
（
開
）
ら
か
せ
給
て
、

御
し
そ
（
子
孫
）

ん
ま
（
迄
）
て
継
躰
四
代
に
を
（
及
）
よ
へ
り
。
さ
て
延
文
二
年
二
月
十
八
日
、

上
皇
崇
光
院

ハ
ふ
し
（
伏
見
）

み
の
離
宮
に
還
御
な
る
。
閑
素
に
て
ま
し
ま
す
。
両
法
光
厳
光
明

皇

も
せ
ん
萩
原
殿

は
う
も
ミ
（
皆
）
な
還
御
な
る
。
そ
も
そ
も
長
講
堂
領
、
法
金
剛
院
領
、

熱
田
社
領
同
別
納
、
播
磨
国
衙
同
別
納
等
は
、
後
深
草
院
以
来
正
統
に

つ（
伝
）た
は
る
。
し
か
れ
ハ
法光
厳

皇
の
ゆ
（
譲
）
つ
り
を
う
（
受
）
け
て
、
上
皇
崇
光
御
官
領

あ
り
。
御
堂
御
領
知
す
る
諸
家
み
な
、
こ
の
ゐ
（
院
）
ん
に
奉
公
す
。

最
初
に
高
ら
か
に
、「
崇
光
院
ハ
光
厳
第
一
の
わ
う
（
皇
子
）

し
に
て
、
こ
さ
か

（
後
嵯
峨
）

の

院
以
来
皇
統
に
て
ま
し
ま
す
」
と
、
崇
光
の
皇
統
が
正
統
の
皇
統
で
あ
る
旨

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
観
応
の
擾
乱
の
た
め
に
退
位
さ
せ
ら
れ
、

光
厳
・
光
明
の
二
上
皇
と
皇
太
子
栄よ
し

仁
と
光
明
の
皇
子
直
仁
と
と
も
に
吉
野

に
連
行
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
非
常
事
態
に
室
町
幕
府
は
、
妙
法
院
の
門

跡
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
光
厳
の
二
宮
、
す
な
わ
ち
庶
流
の
後
光
厳
を
立
て

た
。
後
光
厳
の
即
位
は
、「
ち
（
父
）
ゝ
の
御
ゆ
（
譲
）
つ
り
に
も
あ
ら
す
」、
異
状
な
措
置

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
連
行
さ
れ
た
北
朝
の
皇
族
は
皆
京
に
帰
っ
た
。
そ
し
て
、

長
講
堂
領
は
じ
め
と
す
る
持
明
院
統
の
財
産
は
、「
後
深
草
院
以
来
正
統
に

つ（
伝
）た
ハ
る
」
も
の
で
あ
る
の
で
、
崇
光
の
も
の
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
莫
大

な
財
産
を
相
続
し
た
崇
光
の
下
に
、
公
卿
達
は
奉
公
し
た
。
し
か
し
、
皇
位

は
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
。
正
統
の
誇
り
高
い
崇
光
は
、
後
光
厳
の
次
に
は
栄

仁
が
皇
位
に
即
く
こ
と
を
画
作
し
た
。

さ
て
た
い
り
ハ
ふ
し

（
内
裏
）
後
光
厳
院
（
伏
見
）

み
殿
と
御
中
よ
く
申
つ
（
通
）
う
せ
ら
る
。
そ
の
こ
（
頃
）
ろ

将
軍
鹿
苑
院

は
よ
う
（
幼
少
）

せ
う
に
て
、
執
事
細
川
武
蔵
守
頼
之
朝
臣
、
天
下
の
事
ハ

と
り
さ

（
取
沙
汰
）

た
申
ほ
（
程
）
と
に
、
た
い
（
内
裏
）

り
に
ハ
近
き
臣
と
も
内
談
あ
り
て
、
御

し
や
（
譲
国
）

う
こ
く
の
さ
た
（
沙
汰
）

や
（
漸
）
う

く
風
聞
せ
し
か
ハ
、
ふ
し
（
伏
見
）

ミ
殿
よ
り
栄
仁

親
王
踐d

の
事
、
後
深
草
院
以
来
正
嫡
に
て
ま
し
ま
す
御
理
運
の
次
第

を
、
日
野
中
納
言
教
光
卿
を
ち
よ
（
勅
使
）

く
し
に
て
、
ふ
け
（
武
家
）

へ
お
（
仰
）
ほ
せ
ら
る
。

御
返
事
ハ
聖
断
た
る
へ
き
よ
し
を
申
す
。
承
久
以
来
ハ
武
家
よ
り
は
（
計
）
か

ら
ひ
申
す
世
に
な
り
ぬ
れ
は
、
い
か
に
も
申
さ
た
（
沙
汰
）

せ
ら
る
へ
き
よ
し
を
、

さ
い
（
再
三
）

さ
む
お
ほ
せ
ら
る
。
御
理
運
勿
論
と
ハ
そ
（
存
）
ん
し
申
な
か
ら
、
た
い
（
内
裏
）

り
よ
り
へ
（
別
）
つ
し
て
頼
之
朝
臣
を
頼
み
お
ほ
せ
ら
る
ゝ
に
よ
り
て
、
所
詮

い
つ
か
た
の
御
事
を
も
い
（
綺
）
ろ
ひ
申
ま
し
き
よ
し
を
申
て
、
つ
（
遂
）
ゐ
に
一
の
後
円
融
院

御
子
に
御
譲
位
あ
り
ぬ
。
武
家
ひ
と
へ
に
贔
負
申
う
（
上
）
へ
ハ
、
力
を
（
及
）
よ
は
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さ
る
次
第
な
り
。
さ
る
ほ
と
に
本
院
崇
光
院

新
院
後
光
厳
院

た
ち
ま
ち
御
中
あ
（
悪
）
し
く
な
り

て
、
近
習
の
臣
下
も
、
心
々
に
奉
公
ひ
（
引
）
き
わ
（
分
）
か
る
。
兄
弟
の
御
中
に
も

御
位
の
あ
（
争
）
ら
そ
ひ
は
、
む
（
昔
）
か
し
よ
り
あ
る
事
な
れ
ハ
、
ち
（
力
）
か
ら
な
き
事

な
り
。

後
光
厳
の
譲
国
の
話
が
風
聞
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
承
久
以
来
皇

位
の
決
定
権
を
持
っ
て
い
た
幕
府
の
管
領
細
川
頼
之
に
、
再
三
に
わ
た
っ
て

働
き
か
け
た
。
栄
仁
は
「
後
深
草
院
以
来
正
嫡
」
で
あ
る
の
で
、
即
位
す
べ

き
最
も
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
と
。
し
か
し
、
返
事
は
「
聖
断
た
る
へ
き
」

で
あ
っ
た
。
頼
之
は
後
光
厳
の
判
断
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。
後
光
厳
か
ら
も

働
き
か
け
が
あ
り
、
頼
之
は
干
渉
し
な
い
方
針
を
と
っ
た
。
後
崇
光
院
は
、

「
武
家
ひ
と
え
に
贔
負
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
頼
之
な
り
の
正
し
い
判
断
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
聖
断
は
、
後
光
厳
の
子
後
円
融
の
即
位
で
あ
っ
た
。
後
光

厳
は
皇
位
を
返
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
崇
光
・
後
光
厳
の
兄
弟

の
仲
は
悪
く
な
り
、
両
統
は
対
立
関
係
に
陥
っ
た
。
さ
ら
に
崇
光
の
子
孫
は

追
い
打
ち
を
く
ら
っ
た
。
皇
位
に
即
け
な
か
っ
た
こ
と
は
、
財
産
を
失
う
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
後
小
松
は
崇
光
の
没
後
、
長
講
堂
領
な
ど

を
取
り
上
げ
た
。
論
拠
は
光
厳
の
置
文
に
あ
っ
た
。

光
厳
院
御
を
（
置
）
き
文
に
、
親
王
踐d

あ
ら
ハ
直
に
御
相
続
あ
る
へ
し
。
も

し
し
か
ら
す
は
、
禁
裏
後
光
厳

御
官
領
あ
る
へ
し
。
た
（
但
）
ゝ
し
末
代
南
方
御
治
天

あ
ら
ハ
、
正
統
に
つ
き
て
伏
見
殿
の
御
し
そ
（
子
孫
）

ん
、
御
官
領
あ
る
へ
き
よ

し
申
を
（
置
）
か
る
。
し
か
れ
と
も
し
ん
（
親
王
）

わ
う
登
極
の
御
先
途
を
と
（
遂
）
け
ら
れ
ね

は
、
ち
（
力
）
か
ら
な
き
し
た
（
次
第
）

い
な
り
。

「
椿
葉
記
」
か
ら
読
み
取
る
限
り
、
光
厳
は
栄
仁
が
皇
位
に
即
く
べ
き
だ

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
等
か
の
事
情
が
あ
っ
て
栄
仁
が
皇

位
に
即
か
な
い
場
合
は
、
後
光
厳
が
財
産
も
相
続
す
る
よ
う
に
と
言
い
残
し

た
の
で
あ
る
。
皇
位
に
即
い
た
者
が
財
産
を
相
続
す
る
方
針
で
あ
る
。
た
だ

し
、
光
厳
は
両
統
が
争
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
光
厳
は
も
う
一
つ
の
事
態
を
想
定
し
て
書
き
加
え
た
。
も
し
南
朝

が
復
権
し
て
、
持
明
院
統
が
皇
位
に
即
け
な
く
な
っ
た
時
に
は
、
伏
見
宮
家

の
子
孫
が
相
続
す
る
よ
う
に
と
。「
椿
葉
記
」
は
こ
こ
で
「
正
統
に
つ
き
て
」

と
表
現
し
て
い
る
。
寡
聞
の
私
は
置
文
本
文
に
は
正
確
に
ど
う
表
現
さ
れ
て

い
た
の
か
知
ら
な
い
が
、
正
統
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
持
明
院
統
に
お
け
る

正
統
だ
け
で
は
あ
り
え
な
い
。「
南
方
御
治
天
」
と
い
う
あ
る
ま
じ
き
事
態

に
対
す
る
、
自
家
の
誇
り
で
あ
る
。
伏
見
宮
家
の
正
統
意
識
が
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
南
朝
大
覚
寺
統
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が
、
改
め
て
確
認
で
き
る
。

皇
位
を
奪
わ
れ
、
財
産
も
奪
わ
れ
た
崇
光
の
皇
統
伏
見
宮
家
は
、
三
代
七

七
年
に
わ
た
っ
て
隠
忍
自
重
の
時
を
過
し
た
。
そ
こ
に
脈
々
と
し
て
流
れ
て

い
た
の
は
、
激
し
い
正
統
意
識
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

室
町
将
軍
の
治
世
を
讃
美
し
た
文
章
を
多
く
納
め
、
ま
た
持
明
院
統
が
正

統
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た
後
伏
見
の
二
通
の
願
書
と
後
崇
光
院
の
「
椿
葉
記
」

を
、『
扶
桑
拾
葉
集
』
は
収
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
南
朝
関
係
の
文
章

は
数
少
な
く
、
力
弱
い
。
な
ぜ
か
「
神
皇
正
統
記
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
北

畠
親
房
の
著
作
は
一
片
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。『
扶
桑
拾
葉
集
』
は
、
明

ら
か
に
北
朝
正
統
論
の
書
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
光
圀
は
何
の
た
め
に

『
扶
桑
拾
葉
集
』
を
編
纂
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
上
二

扶
桑
拾
葉
集

一

表（
35
）」

に
よ
れ
ば
、
古
く
か
ら
の
文
献
が
失
わ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
「
然

し
て
思
ふ
に
先
正
の
嘉
言
、
泥
沙
に
等
し
く
し
て
棄
擲
せ
ら
れ
、
徃
哲
の
懿

行
、
沈
埋
し
て
彰
か
な
ら
ざ
る
を
忍
ぶ
」
現
状
を
憂
え
て
編
纂
し
た
の
で
あ

り
、「
伏
し
て
願
は
く
は
、
世
に
伝
へ
て
千
載
の
蓍
亀
と
な
さ
ん
」
と
希
望

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
光
圀
は
『
扶
桑
拾
葉
集
』
を
編
纂
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
北
朝
正
統
論
を
世
に
伝
え
、
広
ま
る
こ
と
を
希
望
し
た
と
い
え

る
の
で
あ
る
。

２
『
礼
儀
類
典
』
に
み
る
北
朝
正
統
論

『
礼
儀
類
典
』
は
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
朝
廷
儀
礼
に
関
す
る
記
事
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を
、
主
と
し
て
公
卿
の
日
記
か
ら
抽
出
し
て
項
目
別
に
編
年
に
並
べ
た
史
料

集
で
あ
る
。
こ
れ
が
な
ぜ
北
朝
正
統
論
を
主
張
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
各

史
料
の
首
に
置
か
れ
た
年
号
が
、
南
北
朝
期
で
は
必
ず
北
朝
年
号
だ
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
記
載
の
順
序
は
一
定
し
て
い
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

史
料
名
　
曰
　
年
号
　
年
月
日
　
本
文

た
だ
し
、
も
し
同
じ
史
料
が
続
く
な
ら
ば
、
史
料
名
と
曰
は
省
略
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
年
号
が
同
じ
な
ら
ば
年
号
も
、
年
も
月
も
同
じ
な
ら
ば
、
年
も
月

も
省
略
さ
れ
る
。
具
体
的
に
巻
一
の
北
朝
年
号
の
初
出
記
事
を
示
そ
う（

36
）
。

園
太
暦
曰
観
応
二
年
十
二
月
廿
六
日

こ
れ
に
続
け
て
本
文
の
記
事
が
来
る
。「
園
太
暦
」
は
洞
院
公
賢
の
日
記

で
あ
る
。
そ
し
て
観
応
は
北
朝
年
号
で
あ
り
、
同
二
年
は
南
朝
の
正
平
六
年

（
一
三
五
一
）
に
あ
た
る
。
も
ち
ろ
ん
「
園
太
暦
」
元
本
の
記
載
様
式
は
、

年
号
を
い
ち
い
ち
月
日
の
上
に
記
さ
な
い
（
37
）
。
光
圀
が
年
代
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

『
礼
儀
類
典
』
に
南
朝
年
号
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
。
次
の
か
た
ち
で
は
記
さ
れ
て
い
る（

38
）
。
史
料
は
同
じ
「
園
太
暦
」

で
あ
る
。

観
応
三
年
正
月
五
日
、
今
日
於
二

南
方
御
所
一

被
レ

行
二

叙
位
一

云
云
。
但

非
二

御
前
儀
一

無
二

聞
書
一

。
後
日
局
務
大
外
記
師
言
送
レ

之
。

正
二
位
　
藤
原
実
守

従
二
位
　
源
通
冬
　
　
資
継
王
　
　
藤
原
実
清

従
三
位
　
藤
原
公
冬
　
藤
原
光
有
　
藤
原
正
雄

正
四
位
下
源
定
能

従
四
位
上
源
顕
成

従
四
位
下
源
顕
氏
　
　
藤
原
隆
兼

正
五
位
下
藤
原
季
定
　
源
通
春

従
五
位
上
藤
原
隆
世

従
五
位
下
藤
原
光
氏

正
平
七
年
正
月
五
日

南
朝
の
叙
位
の
文
書
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
か
た
ち
で
だ
け
、

南
朝
年
号
は
出
て
来
る
。
し
か
し
、
右
の
史
料
は
も
う
一
つ
違
っ
た
問
題
を

提
起
し
て
い
る
。
そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、
前
節
で
「
椿
葉
記
」
に
み
た
よ

う
に
、
観
応
の
擾
乱
の
た
め
に
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
一
一
月
に
崇
光
は

廃
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
南
朝
風
に
い
え
ば
、
正
平
一
統
の
時
期
で
あ
り
、
京

都
は
南
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
武
家
方
と
の
和
議
が
破
れ
、
戦
闘
が
再
開

さ
れ
た
の
が
翌
年
閏
二
月
で
あ
る
。
そ
し
て
、
尊
氏
が
再
び
京
都
を
回
復
し
、

後
光
厳
を
擁
立
し
た
の
は
八
月
で
あ
り
、
文
和
建
元
は
九
月
二
七
日
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
北
朝
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
当
然
北

朝
年
号
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
北
朝
年
号
が
途
絶
え
た
の
は
わ
ず
か
の
期

間
で
あ
っ
た
が
、
光
圀
は
そ
の
間
に
南
朝
年
号
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
北
朝

年
号
を
継
続
し
て
使
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
単
に
わ
か
り
づ
ら
く

な
る
の
で
便
宜
の
処
置
で
あ
る
と
い
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
北
朝

正
統
の
意
識
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
光
圀
は
史
料
中
の
北
朝
年
号
に
関
し
て
も
、
何
ら
の
注
釈
を
加
え
ず

に
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
。
典
型
と
し
て
「
園
太
暦
」
文
和
二
年
（
一
三
五

三
）
正
月
五
日
の
記
事
を
示
そ
う（

39
）
。

不
レ

被
レ

行
二

叙
位
一

例

正
暦
五
年
正
月
無
二

叙
位
一

長
保
二
年
正
月
│

長
元
元
年
正
月
│

同
四
年
正
月
叙
位
於
レ

陣
被
レ

行
レ

之

久
安
五
年
正
月
叙
位
不
レ

被
レ

行
レ

之

弘
安
五
年
│

同
六
年
│

已
上
両
年
依
二
神
木
入
洛
一
也

依
二
摂
政

重
服
一
也

右
大
臣

着
陣

宇
佐
宮
怪
異
并
去
年
十
二
月
四
日

入
道
大
相
国
有
レ
事
ー。
故
候1

去
年
十
二
月
大
后

昌
子
有
二
御
事
一
故
也

去
年
朔
旦
叙
位

被
レ
行
レ
之
故
也

諒
闇
之
年
略
レ
之
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正
応
五
年
│

神
木
動
座
也

永
仁
三
年
│

同

嘉
元
元
年
│

同

徳
治
三
年
│

依
二
神
木
入
洛
一
也

正
和
五
年
│

同

建
武
四
年
│

依
レ
無
二
公
卿
領
状
一
也

暦
応
三
年
│

依
二
神
木
動
座
一
也

貞
和
元
年
│

同

同
四
年
│

依
二
神
木
在
洛
一
也

観
応
二
年
│

依
二
天
下
兵
革
一
也

右
の
う
ち
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
以
降
の
分
が
北
朝
年
号
に
な
る
。
史

料
集
で
あ
る
か
ら
改
竄
は
さ
け
る
と
し
て
も
、
南
朝
年
号
を
注
記
す
る
な
ど

の
処
置
は
何
も
と
ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、『
礼
儀
類
典
』
に
お
い
て

光
圀
は
極
く
稀
に
で
は
あ
る
が
、「
光
圀
按
」
と
い
う
か
た
ち
で
注
釈
を
付

け
て
い
る
。「
園
太
暦
」
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
正
月
七
日
の
記
事
の
必

要
部
分
を
示
そ
う
（
40
）
。
な
お
延
文
も
北
朝
年
号
で
あ
る
。

今
日
節
会
被
レ

垂
二

御
簾
一

出
御
。
国
栖
坊
家
奏
舞
姫
。

北
陣
雑
犯
等
無
レ

之1

。

™

光
圀
按
、
此
歳
神
木
在
洛
事
見
二

元
会
部
一

。

白
馬
節
会
に
混
乱
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
理
由
が
記
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
光
圀
が
「
神
木
在
洛
」
の
注
記
を
施
し
た
の
で
あ
る
。
同

様
に
北
朝
年
号
の
地
の
文
に
、
南
朝
年
号
を
注
記
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
少
な
く
と
も
南
朝
正
統
論
の
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
そ
う
し
な
か

っ
た
の
は
、
勿
論
北
朝
正
統
論
で
あ
っ
た
か
ら
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。引

用
し
た
史
料
は
「
園
太
暦
」
に
片
寄
っ
て
し
ま
っ
た
が
、『
礼
儀
類
典
』

の
こ
の
時
期
の
引
用
史
料
と
し
て
は
、
ほ
か
に
三
条
公
忠
の
「
後
愚
昧
記
」、

近
衛
道
嗣
の
「
後
深
心
院
関
白
記
」
＝
「
愚
管
記
」
等
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

記
載
様
式
は
同
じ
で
あ
る
。
改
め
て
こ
こ
で
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
元
号
を

奉
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
王
朝
の
支
配
に
服
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。『
礼
儀
類
典
』
に
お
い
て
光
圀
は
、
一
貫
し
て
北
朝
年
号
を
採
用
し
た
。

こ
の
書
に
お
い
て
も
光
圀
は
、
北
朝
正
統
論
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

四
　
研
究
目
的

表
面
南
朝
正
統
論
を
唱
え
た
光
圀
の
思
想
の
根
底
に
は
北
朝
正
統
論
の
あ

っ
た
こ
と
が
、
十
分
に
納
得
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
北
朝
正
統
論
を
伏
在
さ
せ

て
い
る
『
大
日
本
史
』
は
、
最
終
的
に
は
皇
統
は
道
徳
的
に
優
越
し
た
持
明

院
統
に
帰
す
と
の
前
提
で
構
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
光
圀

が
よ
り
正
統
な
皇
統
で
あ
る
と
認
め
た
持
明
院
統
と
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格

の
皇
統
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
再
び
主
と
し
て
「
大
日
本
史
論
賛
」
に
依
拠
し

て
考
察
を
進
め
よ
う
。

先
に
「
伏
見
天
皇
紀
の
賛
」
に
み
た
よ
う
に
、
両
統
の
父
親
で
あ
る
後
嵯

峨
は
、
次
の
よ
う
な
決
定
を
下
し
た（

41
）。

後
嵯
峨
上
皇
、
専
ら
亀
山
に
属
意
し
、
其
を
し
て
世
々
図t

に
膺
ら
し

め
、
後
深
草
の
胤
を
し
て
、
復
び
立
つ
を
得
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
。

す
な
わ
ち
、
後
嵯
峨
は
大
覚
寺
統
に
皇
統
を
伝
え
る
こ
と
を
決
め
た
の
で

あ
る
。
こ
の
た
め
に
持
明
院
統
が
皇
統
で
あ
り
う
る
た
め
に
は
、「d

を
無

窮
に
伝
へ
ん
と
欲
す
る
も
、
関
東
に
倚
り
て
重
き
を
為
さ
ざ
る
を
得
ず（

42
）」
と

い
う
状
態
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
伏
見
は
そ
の
た
め
に
、「
故
に
百

方
暁
譬
す
。
而
し
て
北
条
貞
時
、
詔
旨
に
逼
ら
れ
て
、
後
伏
見
帝
を
立
つ（

43
）」

と
、
貞
時
を
い
ろ
い
ろ
と
諭
し
て
、
後
伏
見
の
擁
立
を
実
現
さ
せ
た
。「
百

方
暁
譬
」
の
具
体
的
内
容
は
明
ら
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
大
日
本
史
』
の
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「
伏
見
天
皇
紀
」
に
は
、「
詭
詞
を
以
て
北
条
貞
時
を
嚇
す（

44
）」
と
あ
る
。「
詭

詞
」
＝
い
つ
わ
り
の
言
葉
の
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
「
北
条
貞
時

伝
」
に
は
、
大
覚
寺
統
に
討
幕
の
潜
在
意
識
の
あ
る
こ
と
、
持
明
院
統
は
関

東
と
「
同
心
戮
力
、
太
平
の
化
を
馴
致
せ
ん
」
こ
と
を
願
う
皇
統
で
あ
る
こ

と
を
説
い
た
旨
記
さ
れ
て
い
る
（
45
）
。
北
条
氏
に
大
覚
寺
統
の
危
険
性
と
持
明
院

統
の
安
全
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

持
明
院
統
は
幕
府
の
支
持
な
く
し
て
は
、
皇
統
た
り
え
な
か
っ
た
。
そ
の

天
皇
と
し
て
の
実
質
は
、「
後
伏
見
天
皇
紀
の
賛
」
に
、「
帝
の
立
つ
も
、
亦

北
条
時
宗
の
力
に
由
る
。
故
に
動
息
、
之
に
違
う
こ
と
能
は
ず（

46
）」、「
花
園
天

皇
紀
の
賛
」
に
、「
帝
、
関
東
の
建
議
を
以
て
、
伏
見
の
宗
を
継
ぐ
を
得
、

政
理
、
宸
衷
よ
り
断
ず
る
能
は
ず
、
皆
之
を
六
波
羅
に
決
せ
ら
る（

47
）」
と
あ
る

よ
う
に
、
政
治
的
に
全
く
無
能
な
存
在
で
あ
っ
た
。
武
家
政
権
に
擁
立
さ
れ

た
持
明
院
統
は
、
政
治
的
権
力
と
し
て
の
機
能
を
放
棄
し
、
武
家
に
委
譲
し

た
皇
統
に
な
っ
た
。
大
覚
寺
統
と
皇
位
を
争
う
な
か
で
、
権
力
の
実
質
を
武

家
政
権
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
武
家
政
権
は
な
ぜ
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
大
日
本
史
』

と
「
大
日
本
史
論
賛
」
と
は
、
一
見
政
権
が
朝
廷
か
ら
武
家
に
移
っ
た
こ
と

を
、
非
道
徳
な
こ
と
と
批
判
し
、
な
げ
い
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
確
か
に

名
分
上
、
そ
れ
は
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に

見
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
平
安
時
代
以
来
の
歴
代
の
天
皇
の
失

徳
・
失
政
が
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
院
政
を
始
め
た
白
河

に
対
し
て
、「
白
川
天
皇
記
の
賛
」
に
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
（
48
）
。

帝
、
仁
義
を
施
さ
ず
し
て
、
多
欲
に
是
れ
務
む
。
仙
院
に
退
居
し
、
殆

ど
四
紀
を
経
る
も
、
天
子
の
威
令
の
加
ふ
る
所
、
意
の
如
く
な
ら
ざ
る

は
無
し
。
而
し
て
牀i

し
ょ
う
し

修
ま
ら
ず
、
幾
ほ
と
ん

ど
倫
理
を
敗
る
。
保
元
の
乱
、

此
に
釀
蘗

じ
ょ
う
げ
つ

す
。
諸こ
れ

に
鑑
み
ざ
る
可
け
ん
や
。

そ
の
非
道
徳
な
行
為
は
、
保
元
の
乱
の
元
に
な
っ
た
と
批
判
し
て
い
る
。

次
に
院
政
を
行
っ
た
鳥
羽
も
、「
鳥
羽
天
皇
紀
の
賛
」
に
次
の
よ
う
に
批
判

す
る
（
49
）
。万

機
を
躬
み
ず
か
ら
す
る
に
及
ぶ
も
、
嘉
謨
・
善
政
、
著
聞
す
る
所
無
し
。
而

も
延
暦
・
興
福
二
寺
は
、
数
々
兵
を
交
へ
て
闘
ふ
。
列
朝
、
仏
を
崇
び

僧
を
敬
ふ
に
由
り
て
、
驕
傲
不
法
を
養
成
す
と
雖
も
、
朝
憲
の
廃す
た

る
る

こ
と
斯
の
時
よ
り
甚
だ
し
き
は
莫
し
。

善
政
ど
こ
ろ
か
、
朝
政
を
マ
ヒ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
鳥
羽
、
そ
の
結
果
は

「
遂
に
京
師
血
をo

ふ

む
の
変（

50
）」
に
至
っ
た
と
批
判
し
て
い
る
。
後
白
河
も

「
後
白
河
天
皇
紀
の
賛（

51
）」
に
、
保
元
の
乱
の
時
に
兄
崇
徳
を
流
し
た
こ
と
と
、

父
鳥
羽
の
喪
事
を
き
ち
ん
と
す
ま
せ
ず
に
兵
乱
に
及
ん
だ
こ
と
の
非
道
徳
性

を
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
た
。

藤
原
信
頼
を
嬖r

し
て
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
兵
革
を
招
き
、
平
清
盛
に
委

任
し
て
、
反
つ
て
呑
噬
に
遭
ひ
、
源
義
仲
・
源
義
経
に
逼
ら
れ
て
、
源

頼
朝
を
討
つ
の
誥
を
下
す
に
至
り
て
は
、
則
ち
朝
令
夕
改
、
天
下
、
適

従
す
る
を
知
る
莫
し
。
大
権
、
関
東
に
潜
移
し
て
、
其
の
狙
詐
の
術
に

墜
つ
る
を
知
ら
ず
。
中
材
の
主
も
、
亦
為
さ
ざ
る
所
な
り
。
│
│
中
略

│
│
摂
政
兼
実
、
清
原
頼
業
の
語
を
記
し
て
曰
く
、「
嘗
て
之
を
通
憲

法
師
に
聞
く
。
帝
の
闇
主
た
る
、
古
今
に
其
の
此
少
な
し
。
叛
臣
側
に

在
れ
ど
も
、
恬て
ん

と
し
て
之
を
省
み
ず
。
人
之
を
言
ふ
と
雖
も
、
亦
警
い
ま
し
む

る
所
無
し
」
と
。
又
藤
原
俊
憲
の
語
を
載
せ
て
曰
く
、「
法
皇
は
全
然

晋
の
恵
帝
な
り
。
八
王
の
権
を
争
ふ
こ
と
、
今
将
に
遠
か
ら
ざ
ら
ん
と

す
」
と
。
甚
だ
し
い
か
な
、
其
の
之
を
言
ふ
や
。
此
れ
、
臣
子
の
擬
議

す
可
き
所
に
非
ず
と
雖
も
、
亦
当
時
の
公
論
な
り
。

厳
し
い
批
判
で
あ
る
。
臣
下
の
統
御
の
道
を
誤
っ
た
後
白
河
は
、
遂
に
大

権
を
頼
朝
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
後
白
河
は
、「
帝
の
闇
主
た

る
、
古
今
に
其
の
比
少
な
し
」
と
批
判
さ
れ
、
そ
れ
は
「
亦
当
時
の
公
論
な

り
」
と
断
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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歴
代
天
皇
の
失
徳
・
失
政
を
厳
し
く
批
判
す
る
一
方
、
そ
の
な
か
か
ら
誕

生
し
た
武
家
政
権
に
対
し
て
は
、
名
分
上
一
定
の
批
判
を
し
な
が
ら
も
肯
定

的
に
扱
っ
て
い
る
。
武
家
政
権
を
始
め
た
頼
朝
は
「
源
頼
朝
伝
の
賛（

52
）」
に
、

「
頼
朝
の
罪
も
、
亦
、
已
甚
は
な
は

だ
し
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
に
評

さ
れ
て
い
る
。

其
の
由
る
所
を
窮
む
れ
ば
、
則
ち
朝
廷
、
以
て
之
を
啓
く
こ
と
有
る
な

り
。
夫
れ
、
王
の
愾が
い

す
る
所
に
敵
し
て
、
其
の
功
を
献
ず
れ
ば
、
十
世

と
雖
も
之
を
宥
し
て
可
な
り
。
後
白
川
法
皇
、
行
家
・
義
経
の
請
に
逼

ら
れ
て
、
追
討
の
勅
を
降
す
。
頼
朝
、
藉よ

り
て
口
実
と
為
し
、
奏
請
し

て
已
ま
ざ
り
し
は
、
曲
、
朝
廷
に
在
り
、
遂
に
控
馭
の
道
を
失
ふ
。

す
な
わ
ち
、
歴
代
天
皇
の
失
徳
・
失
政
の
た
め
に
乱
れ
た
世
に
、
敵
愾
の

師
を
興
し
て
成
功
し
た
頼
朝
を
褒
賞
す
る
ど
こ
ろ
か
、「
追
討
の
勅
を
降
す
」

と
い
う
失
徳
・
失
政
を
繰
り
返
し
た
結
果
と
し
て
、
武
家
政
権
が
誕
生
し
た

こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
承
久
の
乱
に
し
て
も
、「
北
条
義
時
伝
の

賛（
53
）」
に
、
三
上
皇
を
流
し
た
「
義
時
の
罪
は
弁
を
待
た
ず
し
て
明
か
な
り
」

と
い
い
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。

後
鳥
羽
上
皇
、
驕
亢
の
志
を
肆
に
し
て
、
不
善
の
政
を
施
お
こ
な
ひ
、
殆
ど
、

生
霊
を
し
て
塗
炭
に
堕
さ
し
む
。
而
し
て
義
時
は
、
民
、
命
に
堪
へ
ざ

る
を
視
る
に
忍
び
ず
、
是
を
以
てv

々
詔
旨
を
格こ
ば

み
て
、
天
威
を
触
犯

す
。
而
し
て
上
皇
赫
怒
し
て
、
遂
に
之
に
兵
を
加
ふ
。
則
ち
、
義
時
、

天
下
に
辞
有
り
、
故
に
三
道
よ
り
兵
を
進
め
、
直
ち
に
京
畿
を
犯
す
。

承
久
の
乱
は
、
後
鳥
羽
の
失
徳
・
失
政
に
よ
っ
て
起
き
た
と
み
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
義
時
の
政
治
は
、「
海
内
虞
う
れ
い
無
く
、
家
ご
と
に
給た

り
人
ご
と
に
足
る
を
致
す
。
後
三
条
の
治
、
京
師
に
在
ら
ず
し
て
、
鎌
倉
に

在
り（

54
）」
と
、
名
君
の
誉
ま
れ
高
い
後
三
条
の
治
政
に
比
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
55
）。

『
大
日
本
史
』
と
「
大
日
本
史
論
賛
」
と
は
、
承
久
の
乱
以
後
の
朝
廷
は
、

実
質
的
な
権
力
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
た
と
み
て
い
る
。
武
家
政
権
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
に
、
肯
定
的
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
よ
り
明
確
に
「
北
条
泰
時

伝
の
賛
」
に
お
い
て
、「
源
親
房
謂
ふ
、「
承
久
の
事
は
、
其
の
曲
、
上
に
在

り
。
泰
時
は
義
時
の
成
績
を
承
け
、
志
を
治
安
に
励
み
、
亳
も
私
す
る
所
無

し
」
と
、
斯
れ
、
以
て
定
論
と
為
す
可
し（

56
）」
と
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
南

朝
の
忠
臣
、
北
畠
親
房
は
「
神
皇
正
統
記
」
に
、
確
か
に
右
の
よ
う
に
北
条

氏
の
善
政
を
評
価
し
て
い
る（

57
）。
著
名
な
親
房
の
言
葉
と
し
て
、
続
い
て
「
神

皇
正
統
記
」
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

58
）。

凡
保
元
・
平
治
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
ノ
ミ
ダ
リ
ガ
ハ
シ
サ
ニ
、
頼
朝
ト
云
人

モ
ナ
ク
、
泰
時
ト
云
者
ナ
カ
ラ
マ
シ
カ
ハ
、
日
本
国
ノ
人
民
イ
カ
ヾ
ナ

リ
ナ
マ
シ
。
此
イ
ハ
レ
ヲ
ヨ
ク
シ
ラ
ヌ
人
ハ
、
ユ
ヘ
モ
ナ
ク
、
皇
威
ノ

オ
ト
ロ
ヘ
、
武
備
ノ
カ
チ
ニ
ケ
ル
ト
オ
モ
ヘ
ル
ハ
ア
ヤ
マ
リ
ナ
リ
。

朝
廷
の
失
徳
・
失
政
に
対
し
て
武
家
の
善
政
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
実
に

親
房
以
後
、
武
家
政
権
肯
定
論
の
論
拠
と
な
る
の
で
あ
る
。

武
家
政
権
は
、
本
来
名
分
上
あ
り
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
歴

代
天
皇
の
失
徳
・
失
政
の
結
果
と
し
て
、
必
然
的
に
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
南
北
朝
期
の
後
醍
醐
の
関
し
て
も
、

「
大
日
本
史
論
賛
」
は
そ
の
失
徳
・
失
政
を
批
判
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
後
醍
醐
の
失
徳
・
失
政
に
は
、
そ
こ
に
書
か
れ
な
か
っ
た
重
要
な
も

の
が
あ
り
、
そ
の
論
旨
を
難
解
な
も
の
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
長
文
で

あ
る
が
、「
後
醍
醐
天
皇
紀
の
賛
」
の
全
文
を
次
に
掲
げ
よ
う（

59
）。

賛
に
曰
く
、
斉
の
襄
公
、
九
世
の
讐
を
復
し
、
春
秋
之
を
義
と
す
。
帝
、

北
条
高
時
を
族
誅
し
、
以
て
三
帝
播
遷
の
恥
を
刷の
ぞ

く
。
其
の
事
、
襄
公

よ
り
難
く
し
て
、
中
興
の
功
業
、
以
て
憲
を
不
巧
に
垂
る
可
し
。
亀
山

法
皇
の
属
意
、
此
に
至
つ
て
益
々
験
あ
り
。
而
る
に
足
利
尊
氏
、
倒
戈

の
功
を
恃
み
て
、
不
臣
の
志
を
蓄
ふ
。
狡
獪
桀
黠
な
る
こ
と
、
高
時
に

比
し
て
、
更
に
甚
し
き
こ
と
有
り
。
故
に
隠
岐
の
狩
は
、
猶
ほ
再
航
の

期
有
り
し
も
、
吉
野
の
駕
は
、
永
く
回
轅
の
日
無
き
は
、
何
ぞ
や
。p
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妻
嬖
せ
ら
れ
て
賞
罰
濫み
だ

れ
、
諌
臣
去
り
て
紀
綱
紊
る
。
忠
臣
義
士
の
肝

脳
、
草
野
に
塗ま
み

る
る
有
り
と
雖
も
、
終
に
之
を
能
く
救
ふ
莫
き
な
り
。

特た

だ
、
惜
し
む
ら
く
は
、
其
の
撥
乱
の
才
は
、
以
て
俊
傑
を
駆
使
す
る

に
足
る
も
、
聡
叡
の
蔽
は
れ
て
、
忠
・
佞
を
甄
別
け
ん
べ
つ

す
る
能
は
ざ
り
し
を
。

延
喜
の
治
を
復
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
其
れ
得
可
け
ん
や
。
蓋
し
創
業
既

に
難
く
し
て
、
守
文
尤
も
難
き
こ
と
、
古
よ
り
皆
然
り
。
憂
労
は
以
て

国
を
興
す
可
く
、
逸
豫
は
以
て
身
を
忘
る
可
し
。
豈
、
帝
未
だ
之
を
思

は
ざ
り
し
か
。
然
り
と
雖
も
、
帝
の
英
邁
の
気
は
、
百
た
び
折
る
る
も

撓た
わ

ま
ず
。
其
の
、
神
器
を
新
王
に
伝
ふ
る
を
拒
む
の
語
は
、
義
、
正
し

く
、
辞
、
厳
な
り
。
而
し
て
皇
子
を
出
し
て
陸
奥
を
鎮
め
し
む
る
の
語

は
、
文
武
を
分
ち
て
二
途
と
為
さ
ず
。
大
い
な
る
か
な
、
言
や
。
中
古

以
来
、
人
主
の
及
ぶ
能
は
ざ
る
所
な
り
。
恢
復
の
念
、
挫
け
て
弥
々h は
げ

し
く
、
崩
ず
る
に
臨
み
て
剣
を
按
じ
、
顧
命
凛
然
た
り
。
故
に
能
く
神

器
を
嶇j

の
間
に
擁
し
て
、
五
十
余
年
の
基
を
定
む
。
正
統
の
在
る
所
、

炳
と
し
て
日
月
の
如
し
。
豈
、
偉
な
ら
ず
や
。

最
初
に
亀
山
以
来
の
大
覚
寺
統
の
朝
権
回
復
運
動
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
を

称
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
尊
氏
の
反
乱
に
会
い
、
吉
野
に
籠
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
理
由
は
、「p

妻
嬖
せ
ら
れ
て
賞
罰
濫み
だ

れ
、
諌
臣

去
り
て
紀
綱
紊
る
」、「
聡
明
の
蔽
は
れ
て
、
忠
・
佞
を
甄
別
す
る
能
は
ざ
」

る
、「
逸
豫
は
以
て
身
を
忘
る
」
失
徳
・
失
政
の
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

後
醍
醐
は
中
古
以
来
の
英
主
で
あ
る
。
意
志
は
強
く
「
撓た
わ

ま
ず
」。
神
器
を

渡
さ
な
か
っ
た
こ
と
、
皇
子
を
将
軍
に
任
命
し
て
陸
奥
に
派
遣
し
た
こ
と
は
、

あ
る
べ
き
あ
り
方
を
実
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
恢
復
の
念
」
は

死
ぬ
ま
で
強
く
、
神
器
を
擁
し
て
正
統
た
る
南
朝
の
「
五
十
余
年
の
基
を
定

む
」
と
論
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
私
は
疑
問
を
感
じ
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
一
面
で
は
後
醍
醐
の
朝
権
回
復
運
動
の
名
分
上
の
正
し
さ
を
称
讃
す

る
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
央
政
権
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
建
武
中

興
期
の
失
徳
・
失
政
を
批
判
す
る
、
そ
し
て
南
遷
後
の
正
し
さ
、
意
志
の
確

か
さ
か
ら
、
山
奥
で
正
統
た
る
「
五
十
余
年
の
基
を
定
」
め
た
と
説
い
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
朝
権
回
復
と
い
う
名
分
上
正
し
い
行
為
に
対
し
て
、

一
時
の
失
徳
・
失
政
を
以
て
、
そ
こ
に
は
後
嵯
峨
・
亀
山
以
来
の
非
道
徳
性

が
加
わ
る
と
し
て
も
、
正
統
が
京
都
に
も
残
れ
ず
に
山
間
の
避
地
で
、
し
か

も
五
十
余
年
と
い
う
短
い
時
間
的
限
定
を
ふ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
名
分
上
の
正
し
さ
、
偉
大
さ
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
あ

ま
り
に
厳
し
い
冷
酷
な
結
末
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
後
醍
醐
の
失
徳
・
失
政
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
こ

と
で
あ
る
。
重
要
な
も
の
が
、
こ
こ
に
は
隠
さ
れ
て
い
る
。

後
醍
醐
と
は
、
い
か
な
る
天
皇
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
討
幕
を

実
踐
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
皇
系
図
を
一
見
す
れ
ば
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う

に
、
後
醍
醐
は
後
二
条
の
弟
で
あ
る
。
三
で
「
椿
葉
記
」
の
事
例
を
紹
介
し

た
よ
う
に
、
両
統
の
対
立
と
い
っ
て
も
、
時
間
の
経
過
と
共
に
四
分
五
裂
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
後
醍
醐
は
大
覚
寺
統
の
庶
流
で
あ
る
。
こ
の
後

醍
醐
は
な
ぜ
天
皇
に
な
り
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
祖
父
亀
山
に
愛
さ

れ
た
か
ら
で
あ
り
、
後
二
条
の
子
邦
良
が
幼
年
の
上
、
脚
疾
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
後
醍
醐
は
、
邦
良
が
成
人
す
る
ま
で
の
間
の
仲
継
ぎ
の
天
皇
と
し

て
、
即
位
し
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
即
位
の
は
じ
め
、
皇
太
子
は
邦
良
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
『
大
日
本
史
』
の
「
後
醍
醐
天
皇
紀
」
で
も
あ
る
程

度
読
み
取
れ
る（

60
）
が
、
よ
り
詳
し
く
は
「
邦
良
親
王
伝
」
が
よ
い
（
61
）
。

皇
太
子
邦
良

ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ
ク
ニ
ナ
ガ

、
幼
名
惟
善
コ
レ
ヨ
シ

、
乾
元
元
年
親
王
と
為
る
。
一
品
に
叙
せ
ら

る
。
帝
崩

（
後
二
条
）

ず
る
に
及
び
、
邦
良
ま
さ
に
位
を
襲
ぐ
べ
し
。
北
条
貞
時
、

前
に
両
宗
迭
立
の
議
有
る
を
以
て
、
遂
に
花
園
帝
を
立
つ
。
後
宇
多
法

皇
、
深
く
邦
良
を
憐
み
、
そ
の
妃
永
嘉
門
院
の
子
な
き
を
以
て
、
命
じ

て
邦
良
を
視
養
せ
し
め
、
常
に
宮
中
に
置
く
。
花
園
帝
ま
さ
に
嗣
を
置

く
べ
き
に
及
び
、
議
、
邦
良
を
立
て
ん
と
欲
す
。
而
し
て
法
皇
以
為

（
お
も
え
）
ら
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く
、「
邦
良
方
に

（
ま
さ
）
　

脚
疾
有
り
。
即
儲
弐
に
升
り
難
し
。
且
つ
皇
子
尊
治

　
（
後
醍
醐
）

は
こ
れ
固
よ
り
先
帝
（
亀
山
）

の
立
て
ん
と
欲
す
る
所
、
宜
し
く
先
づ
こ
れ
を
立

つ
べ
き
な
り
」
と
。
遂
に
命
じ
て
後
醍
醐
帝
を
立
つ
。
因
り
て
書
を
作

り
て
後
醍
醐
帝
に
与
へ
、
約
し
て
曰
く
、「
嗣
を
建
つ
る
日
に
及
べ
ば
、

固
よ
り
宜
し
く
邦
良
を
立
つ
べ
し
。
も
し
邦
良
立
つ
を
得
ざ
れ
ば
、
則

ち
ま
さ
に
そ
の
諸
子
を
択
び
て
、
こ
れ
を
立
つ
べ
し
」
と
。
会
、

　
（
そ
の
お
り
）
北
条

高
時
亦
奏
す
、「
宜
し
く
邦
良
を
立
て
て
太
子
と
為
す
べ
し
」
と
。
文

保
二
年
三
月
、
遂
に
立
ち
て
皇
太
子
と
為
る
。

後
二
条
の
崩
御
後
、「
邦
良
ま
さ
に
位
を
襲
ぐ
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、

ま
さ
に
邦
良
は
大
覚
寺
統
の
嫡
流
と
し
て
待
遇
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
代

わ
り
に
後
醍
醐
が
花
園
の
皇
太
子
に
な
っ
た
時
に
、
必
ず
そ
の
次
は
邦
良
か

そ
の
子
が
嗣
ぐ
こ
と
を
、
後
醍
醐
は
文
書
で
も
っ
て
誓
約
さ
せ
ら
れ
た
。
し

か
し
、
後
醍
醐
は
こ
の
約
束
を
守
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。「
邦
良
親
王
伝
」

は
続
け
て
言
う
（
62
）。

既
に
し
て
法
皇

（
後
宇
多
）
疾
にk

し
、
大
漸
。
邦
良
入
り
て
起
居
す
。
法
皇
素
よ

り
帝
の

　
（
後
醍
醐
）
　邦
良
を
愛
せ
ざ
る
を
知
る
。
窃
に
為
に
こ
れ
を
危
ぶ
む
。
邦
良

を
見
る
に
及
び
、
憫
然
た
る
も
の
こ
れ
を
久
し
く
す
。
因
り
て
口
授
す

る
に
治
世
の
要
を
以
て
す
。
丁
寧
に
告
戒
す
。
│
│
中
略
│
│
法
皇

竟
に
崩
ず
。
邦
良
悲
慕
、
追
福
切
至
た
り
。
こ
こ
に
於
て
有
忠
を
鎌
倉

に
遣
は
し
、
密
に
登l

を
謀
る
。
高
時
す
な
わ
ち
議
し
て
邦
良
を
立
て

ん
と
欲
す
。

後
宇
多
は
病
にk

す
よ
う
に
な
っ
て
、
自
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
後

醍
醐
は
約
束
を
守
ら
な
い
に
違
い
な
い
と
心
配
し
た
。
後
宇
多
は
正
中
元
年

（
一
三
二
四
）
六
月
二
五
日
に
死
亡
し
た
。
こ
の
時
、
邦
良
は
近
臣
の
有
忠

を
鎌
倉
に
派
遣
し
、
即
位
の
工
作
を
し
た
。
幕
府
内
部
に
は
支
持
す
る
者
も

い
た
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
逆
に
後
醍
醐
も
廃
太
子
の
運
動
を
し
た
か
ら

で
あ
る
。
後
醍
醐
は
自
分
の
子
を
皇
太
子
に
す
る
意
志
を
持
っ
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
邦
良
と
の
関
係
は
悪
か
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
「
藤
原
定
房
伝
」

は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る（

63
）。

後
二
条
帝
崩
ず
。
貞
時
、
前
議
を
執
り
、
後
伏
見
帝
の
皇
弟
花
園
帝
を

立
つ
。
而
し
て
儲
宮
未
だ
定
ま
ら
ず
。
或
は
議
す
る
に
、「
宜
し
く
二

条
帝
の
子
邦
良
を
立
つ
べ
し
」
と
。
亀
山
法
皇
、
固
よ
り
皇
孫

（
後
醍
醐
）

を
愛
す
。

そ
のa

を
受
く
る
を
欲
す
。
後
宇
多
法
皇
と
謀
る
。
復
た
定
房
を
遣
し

貞
時
を
諭
す
。
こ
こ
に
於
て
後
醍
醐
帝
、
花
園
帝
に
継
ぎ
て
立
つ
。
後

宇
多
法
皇
、
又
邦
良
の
幼
孤
な
る
を
憐
み
、
命
じ
て
後
醍
醐
帝
の
東
宮

と
為
す
。
而
し
て
帝
の

　
（
後
醍
醐
）

意
、
皇
子
尊
良
を

　
（
後
醍
醐
長
男
）

立
て
ん
と
欲
す
。
毎
に
邦
良

と
相
善
か
ら
ず
。
後
宇
多
法
皇
の
昇
遐
す
る
に
及
び
、
帝
、
遂
に
こ
れ

を
廃
せ
ん
と
欲
す
。
貞
時
の
子
高
時
、
可
と
せ
ず
し
て
止
む
。
い
く
ば

く
も
な
く
邦
良
薨
ず
。

正
中
元
年
（
一
三
二
四
）
の
後
宇
多
の
死
亡
と
、
後
醍
醐
と
邦
良
の
争
い

が
、
後
醍
醐
の
第
一
回
の
討
幕
計
画
で
あ
る
正
中
の
変
と
ど
う
結
び
付
く
の

か
、『
大
日
本
史
』
で
は
読
み
取
れ
な
い
。
と
も
か
く
後
醍
醐
と
邦
良
の
互

に
排
斥
し
あ
っ
た
運
動
は
、
共
に
成
功
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で

見
落
し
て
な
ら
な
い
重
要
な
こ
と
は
、
後
醍
醐
は
大
覚
寺
統
の
嫡
流
を
排
除

し
て
、
皇
統
を
自
分
の
子
孫
に
伝
え
る
意
志
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
後
醍
醐
は
邦
良
の
死
亡
と
共
に
、
再
び
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
し

た
。
邦
良
は
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
に
死
亡
す
る
。「
藤
原
定
房
伝
」
は

続
け
て
、
次
の
よ
う
に
後
醍
醐
の
動
き
を
伝
え
て
い
る（

64
）
。

帝
、
復
た
皇
子
護
良
を
立
て
ん
と
欲
す
。
而
し
て
高
時
、
更
に
後
伏
見

の
皇
子
量
仁
を
立
つ
。
帝
怒
り
て
以
為
お
も
へ

ら
く
、「
人
臣
の
皇
統
を
与
議

す
る
こ
と
、
古
に
在
り
て
は
未
だ
こ
れ
を
聞
か
ず
。
況
ん
や
先
朝
の
遺

詔
、;

と
し
て
鏡
に
懸
け
た
る
が
如
き
か
。
然
る
にv

々
こ
れ
に
違
ふ
。

そ
れ
天
譴
を
い
か
ん
せ
ん
」
と
。
乃
ち
復
た
定
房
を
遣
は
し
、
高
時
に

詔
し
て
曰
く
、「
朝
廷a
代
有
る
ご
と
に
、
紛
々
た
る
往
復
、
窮
ま
り
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已
む
こ
と
を
有
る
な
し
。
而
し
て
終
に
天
意
を
厭
は
ず
。
且
つ
、
後
深

草
の
嗣
は
、
自
ず
と
長
講
堂
領
有
り
。
登l

の
日
と
雖
も
、
猶
ほ
併
せ

て
こ
れ
を
保
つ
。
以
て
そ
の
富
有
を
増
し
極
む
。
亀
山
帝
の
胤
に
は
、

潜
龍
に
復
た
奉
邑
有
る
こ
と
な
し
。
甚
だ
謂
な
き
な
り
。
必
ず
十
年
迭

立
の
議
を
執
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
そ
の
在
位
の
十
年
間
、
長
講
堂
領
を

以
て
吾
が
宗
に
附
す
る
に
し
く
は
な
き
な
り
」
と
。
高
時
、
遂
に
命
を

奉
ぜ
ず
。
天
下
、
竟
に
大
乱
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
子
護
良
を
皇
太
子
に
す
る
後
醍
醐
の
要
望
を
、
高
時
は

認
め
な
か
っ
た
。
後
嵯
峨
の
遺
詔
に
反
す
る
決
定
を
下
す
高
時
に
、
後
醍
醐

は
怒
り
、
そ
れ
な
ら
ば
長
講
堂
領
を
皇
位
に
即
か
な
い
間
は
、
大
覚
寺
統
に

渡
す
よ
う
に
求
め
た
が
、
こ
れ
も
高
時
は
認
め
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
天
下

は
大
乱
に
陥
っ
た
と
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。「
大
日
本
史
論
賛
」
は
後
醍

醐
の
討
幕
計
画
を
、
亀
山
以
来
の
大
覚
寺
統
の
朝
権
回
復
の
意
志
に
の
み
求

め
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
に
『
大
日
本
史
』
は
、
後
醍
醐
が
討
幕
を

決
意
し
た
直
接
的
な
原
因
は
、
自
分
の
子
孫
に
皇
統
を
伝
え
よ
う
と
し
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
相
応
の
財
産
を
要
求
し
て
、
そ
れ
が
共
に
拒
否
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

後
醍
醐
は
大
覚
寺
統
の
庶
流
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
嫡
流
を
排
除
し
て
、
皇

統
を
奪
取
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
邦
良
の
み
な
ら
ず
、
量
仁
も
排
除
し
よ

う
と
し
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
持
明
院
統
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
行
為
は
、
も
ち
ろ
ん
長
幼
の
序
に
反
す
る
非
道
徳
な
行
為
で
あ

る
。
そ
の
う
え
財
産
請
求
が
あ
る
。
余
慶
は
永
遠
で
は
な
い
。
先
に
頼
朝
の

敵
愾
の
余
慶
が
十
世
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
含
め
た
そ
の
善
行

の
程
度
に
応
じ
て
、
時
間
的
長
さ
、
質
的
内
容
が
決
め
ら
れ
る（

65
）
。
後
醍
醐
に

は
、
一
層
重
大
な
非
道
徳
性
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
名
分
上
正
し
い

朝
権
回
復
運
動
と
確
固
と
し
た
そ
の
意
志
の
故
に
、
正
統
と
評
価
さ
れ
な
が

ら
も
、
本
来
道
徳
的
に
劣
っ
た
皇
統
で
あ
っ
た
南
朝
は
、
時
間
的
に
「
五
十

余
年
」
と
短
か
く
値
ぶ
み
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
中
央
政

権
と
し
て
の
地
位
を
建
武
中
興
期
の
失
徳
・
失
政
に
よ
っ
て
失
っ
た
だ
け
で

な
く
、
中
央
に
皇
統
と
し
て
留
ま
れ
ず
に
、
山
間
の
避
地
に
流
寓
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
と
説
く
の
が
、
本
来
の
論
旨
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
名
分
上
の

正
し
さ
に
対
し
て
、
建
武
の
中
興
期
の
失
徳
・
失
政
だ
け
で
、
中
央
政
権
の

座
を
追
わ
れ
、
中
央
に
も
留
ま
れ
ず
、
五
〇
年
余
で
滅
び
る
と
い
う
の
は
、

あ
ま
り
に
も
説
得
力
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
澹
泊
は
、
こ
の
こ
と
を
「
後
醍
醐
天
皇
紀
の
賛
」
に
明
記

し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
北

朝
正
統
論
を
秘
し
、
南
朝
正
統
論
を
前
面
に
打
ち
出
す
以
上
、
大
覚
寺
統
、

特
に
後
醍
醐
の
非
道
徳
性
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
一
般
の
人
々
の
混
乱
を
来

た
す
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
一
般
の
人
々
は
『
大
日
本
史
』
を
実
際

に
読
む
の
で
は
な
く
、
歴
史
上
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
声
価
を
聞
い
て
内

容
の
概
略
、
強
調
点
だ
け
を
知
り
、
か
く
し
て
名
分
上
正
し
い
行
為
を
し
、

君
臣
の
義
を
尊
重
す
る
精
神
を
持
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

大
覚
寺
統
に
は
、
は
じ
め
後
嵯
峨
と
亀
山
の
失
徳
・
失
政
が
あ
り
、
次
に

後
醍
醐
の
失
徳
・
失
政
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
大
覚
寺
統
が
一
時
的
に
は
栄

え
、
朝
権
回
復
と
い
う
名
分
上
正
し
い
運
動
を
し
た
と
し
て
も
、
遂
に
は
滅

び
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
大
日
本
史
』
は
、
道
徳
的

に
優
越
し
た
持
明
院
統
に
皇
統
が
帰
一
し
た
後
小
松
天
皇
で
終
わ
っ
て
い

る
。
政
治
的
権
力
た
る
こ
と
を
希
求
し
た
大
覚
寺
統
と
違
っ
て
、
持
明
院
統

は
権
力
を
武
家
に
委
譲
し
た
皇
統
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
後
小
松
天
皇
の
時

代
は
、
三
代
将
軍
義
満
の
時
代
で
あ
り
、
室
町
幕
府
の
全
盛
期
で
あ
る
。

『
大
日
本
史
』
は
、
政
治
的
権
力
と
し
て
の
朝
廷
が
消
滅
し
た
こ
と
、
武
家

政
権
が
揺
ぎ
な
く
確
立
し
た
こ
と
を
結
論
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

名
分
論
を
駆
使
し
て
書
か
れ
た
『
大
日
本
史
』
の
結
論
は
、
武
家
政
権
が

揺
ぎ
な
く
確
立
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
結
論
は
、
光
圀
の
『
大
日
本
史
』
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編
纂
の
学
問
的
目
的
を
、
明
快
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
来
名
分
上

あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
武
家
政
権
の
成
立
を
、
歴
代
天
皇
の
非
道
徳
性
、
失

徳
・
失
政
の
結
果
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
、
名
分
論
の
立
場
か
ら
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
御
三
家
の
当
主
で
あ
っ
た
光
圀
は
、
尊
王

の
人
で
あ
る
と
共
に
、
当
然
敬
幕
の
人
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
光
圀
に
と
っ

て
、
本
来
名
分
上
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
武
家
政
権
の
成
立
を
合
理
化
す
る
こ

と
は
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
研
究
課
題
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
１
）『
東
京
家
政
学
院
筑
波
短
期
大
学
紀
要
』
第
１
集
　
一
九
九
一
年

（
２
）
「『
大
日
本
史
』
編
纂
の
光
圀
の
意
図
」
拙
著
『
後
期
水
戸
学
研
究
序
説
』（
本
邦
書
籍
　
一
九
八

六
年
）
所
収

（
３
）
現
行
の
『
大
日
本
史
』（
義
公
生
誕
三
百
年
記
念
会
　
一
九
二
九
年
。
以
下
現
行
本
『
大
日
本
史
』

と
記
す
）
で
は
公
宗
と
義
朝
は
叛
臣
伝
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
幽
谷
が
「
修
史
始
末
」
に
お
い

て
、
二
人
を
判
臣
伝
か
ら
は
ず
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
か
ら
（『
幽
谷
全
集
』（
菊
池
謙
二
郎

一
九
三
五
年
）
九
八
、
一
〇
三
頁
）、
彼
ら
の
時
代
に
な
っ
て
ま
た
叛
臣
伝
に
戻
し
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
「
修
史
始
末
」『
幽
谷
全
集
』
八
五
頁
。
な
お
「
修
史
始
末
」
は
完
成
し
た
五
冊
を
、「
神
武
よ
り

持
統
の
時
に
至
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
現
行
本
『
大
日
本
史
』
を
見
る
限
り
、
列
伝
の
最
初
の

五
冊
は
大
化
以
前
の
分
で
あ
る
。「
往
復
書
案
」（『
茨
城
県
史
料
近
世
思
想
編
』
三
八
頁
　
茨
城
県

一
九
八
九
年
）
で
も
同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
後
に
巻
編
成
を
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
日
本
思
想
大
系
『
近
世
史
論
集
』
六
二
〜
六
三
頁
　
岩
波
書
店
　
一
九
七
四
年

（
６
）
同
右
書
　
六
三
〜
六
四
頁

（
７
）
現
行
本
『
大
日
本
史
』〔
三
〕

二
三
〇
〜
二
三
一
頁

（
８
）
同
右
書
〔
三
〕

二
四
六
頁

（
９
）
た
だ
し
、
本
紀
は
列
伝
と
違
っ
て
、
天
皇
在
職
中
は
天
皇
が
関
る
国
家
的
行
事
、
事
件
が
編
年

体
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
た
、
諸
蕃
伝
は
個
人
で
は
な
く
、
国
で
あ
る
。

（
10
）
現
行
本
『
大
日
本
史
』〔
八
〕

二
三
五
頁

（
11
）
ほ
か
に
出
典
と
し
て
、「
亀
山
天
皇
紀
」
は
「
異
本
太
平
記
」
を
、「
浅
原
為
頼
伝
」
は
「
島
津

家
今
川
家
本
太
平
記
」
を
掲
げ
る
。

（
12
）「
増
鏡
」

日
本
古
典
文
学
大
系
『
神
皇
正
統
記
増
鏡
」（
岩
波
書
店
　
一
九
六
五
年
）
三
八
七

〜
三
八
八
頁

（
13
）
現
行
本
『
大
日
本
史
』〔
四
〕

一
六
五
頁

（
14
）
同
右
書
〔
四
〕

一
六
八
〜
一
六
九
、
一
六
九
、
一
七
〇
、
五
三
五
、
五
三
六
、
五
三
八
頁

（
15
）
同
右
書
〔
三
〕

二
四
六
頁

（
16
）『
近
世
史
論
集
』

六
四
〜
六
五
頁

（
17
）
現
行
本
『
大
日
本
史
』〔
三
〕

二
三
〇
頁

（
18
）
大
一
統
の
要
素
が
正
統
論
の
論
拠
と
な
っ
た
事
例
と
し
て
は
、
林
家
の
『
本
朝
通
鑑
』
が
、
後

醍
醐
ま
で
を
南
朝
を
正
統
と
し
、
以
後
は
北
朝
を
正
統
と
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
19
）（
17
）
と
同
じ
。

（
20
）『
近
世
史
論
集
』

一
六
四
〜
一
六
五
頁

（
21
）
現
行
本
『
大
日
本
史
』〔
六
〕

三
五
四
頁

（
22
）『
近
世
史
論
集
』

三
六
頁

（
23
）「
湖
亭
渉
筆
」『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
十
二
巻
　
九
〇
〜
九
一
頁
　
鳳
出
版
　
一
九
七
一
年

（
24
）「
年
山
紀
聞
」『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
第
16
巻
　
四
一
〇
頁
　
吉
川
弘
文
館
　
一
九
七
四
年

（
25
）『
茨
城
県
史
料
近
世
思
想
編
』
八
五
頁

（
26
）
同
右
書
　
二
六
〇
頁
。
な
お
改
訂
作
業
は
、
こ
の
後
立
原
翠
軒
、
藤
田
幽
谷
ら
に
よ
っ
て
も
進

め
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
、
幽
谷
の
段
階
で
は
思
想
的
傾
向
が
前
期
と
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
私
が
こ
の
論
文
で
現
行
本
『
大
日
本
史
』
を
使
用
す
る
適
否
が
問
わ
れ
る
。
し
か
し
、
幽

谷
ら
の
思
想
的
特
徴
は
、
一
つ
に
は
南
朝
正
統
論
を
強
く
打
ち
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
意
味

で
は
北
朝
系
の
記
事
を
低
く
、
南
朝
系
の
記
事
を
高
く
、
と
ら
え
直
そ
う
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
特
徴
は
尊
王
絶
対
化
に
あ
る
。
従
っ
て
持
明
院
統
の
天
皇
に
対
し

て
、
あ
え
て
低
く
書
く
よ
う
な
努
力
は
し
な
か
っ
た
と
み
な
せ
る
。
北
朝
五
主
の
扱
い
も
変
え
て

い
な
い
。
ま
た
後
期
に
な
っ
て
も
史
実
（
現
代
の
実
証
性
か
ら
い
え
ば
問
題
と
な
る
に
し
て
も
）

に
基
い
て
、
天
皇
に
批
判
的
な
記
事
で
も
本
文
に
記
す
基
本
方
針
は
貫
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

大
覚
寺
統
の
天
皇
に
不
利
な
記
事
は
、
前
期
以
来
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
本
稿
に
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お
い
て
現
行
本
『
大
日
本
史
』
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
有
効
と
判
断
さ
れ
る
。

（
27
）「
桃
源
遺
事
」『
水
戸
義
公
伝
記
逸
話
集
』
一
一
三
頁
　
吉
川
弘
文
館
　
一
九
七
八
年

（
28
）
拙
稿
「
徳
川
光
圀
の
立
志
と
『
大
日
本
史
』
編
纂
目
的
」『
東
京
家
政
学
院
筑
波
短
期
大
学
紀
要
』

第
１
集
　
一
九
九
一
年

（
29

「
常
山
文
集
」『
水
戸
義
公
全
集
』
上
　
一
六
一
頁
　
角
川
書
店
　
一
九
七
〇
年
。「
桃
源
遺
事
」

前
掲
書
　
一
一
二
頁

（
30
）
な
お
光
圀
の
南
朝
正
統
論
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
徳
川
光
圀
の
南
朝
正
統
論
の
由
来
と
意
味
」

『
茨
城
近
代
史
研
究
』
第
４
号
　
一
九
八
九
年

（
31
）
光
圀
に
お
け
る
儒
教
と
日
本
文
化
の
矛
盾
に
関
し
て
は
、（
28
）（
30
）の
拙
稿
と
、
拙
稿
「『
扶
桑

拾
葉
集
』
に
み
る
徳
川
光
圀
の
思
想
的
展
開
」『
東
京
家
政
学
院
筑
波
短
期
大
学
紀
要
』
第
５
集

一
九
九
五
年

（
32
）
拙
稿
「
徳
川
光
圀
の
藤
井
紋
太
夫
誅
殺
一
件
」『
東
京
家
政
学
院
筑
波
短
期
大
学
紀
要
』
第
４
集

第
１
分
冊
　
一
九
九
四
年

（
33
）『
鎌
倉
遺
文
』
第
三
十
六
巻
　
一
三
二
〜
一
三
三
頁
　
東
京
堂
出
版
　
一
九
八
八
年

（
34
）
た
だ
し
、『
大
日
本
史
』
は
こ
の
言
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
採
用
は
し
て
い
な
い
。
現
行
本
『
大

日
本
史
』
四
三
二
頁

（
35
）「
常
山
文
集
」『
水
戸
義
公
全
集
』
上
　
一
七
一
頁

（
36
）『
礼
儀
類
典
』
巻
一
　
四
方
拝

（
37
）「
園
太
暦
」『
史
料
纂
集
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
所
収

（
38
）『
礼
儀
類
典
』
巻
三
十
　
叙
位
四

（
39
）
同
右
書
巻
三
十
六
　
叙
位
十
停
止

（
40
）
同
右
書
巻
四
十
三
　
白
馬
節
会
七
雨
儀

（
41
）『
近
世
史
論
集
』
六
四
頁

（
42
）（
43
）
同
右
書
　
六
五
頁

（
44
）
現
行
本
『
大
日
本
史
』〔
三
〕

二
七
四
頁

（
45
）
同
右
書
〔
七
〕
二
九
六
頁
　
な
お
出
典
は
「
梅
松
論
」
で
あ
る
。

（
46
）『
近
世
史
論
集
』
六
五
頁

（
47
）
同
右
書
　
六
六
頁

（
48
）
同
右
書
　
五
二
頁

（
49
）
同
右
書
　
五
二
〜
五
三
頁

（
50
）
同
右
書
　
五
三
頁

（
51
）
同
右
書
　
五
五
頁

（
52
）
同
右
書
　
一
七
四
頁

（
53
）
同
右
書
　
一
九
〇
〜
一
九
二
頁

（
54
）
同
右
書
　
一
九
二
頁

（
55
）「
後
三
条
天
皇
紀
の
賛
」
で
は
、
後
三
条
の
治
政
を
、「
炳
煥
明
盛
の
治
、
日
月
の
天
に
麗つ

く
が

如
き
こ
と
」
と
形
容
し
て
い
る
。
同
右
書
　
五
一
頁

（
56
）
同
右
書
　
一
九
九
頁

（
57
）「
神
皇
正
統
記
」『
神
皇
正
統
記
増
鏡
』
一
六
〇
、
一
六
二
頁

（
58
）
同
右
書
　
一
六
三
頁

（
59
）『
近
世
史
論
集
』
六
六
〜
六
七
頁

（
60
）
現
行
本
『
大
日
本
史
』〔
三
〕

二
九
九
〜
三
〇
〇
頁

（
61
）
同
右
書
〔
四
〕

四
三
六
〜
四
三
七
頁

（
62
）
同
右
書
〔
四
〕

四
三
七
頁

（
63
）
同
右
書
〔
六
〕

二
八
七
頁

（
64
）
同
右
書
〔
六
〕

二
八
七
〜
二
八
八
頁

（
65
）
と
は
い
っ
て
も
、
我
々
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
常
に
歴
史
の
現
実
を
合
理
化
す
る
適
当
な

論
理
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。

吉田俊純：徳川光圀の『大日本史』編纂の学問的目的
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